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写 1 仲田遺跡H15号住居址出土鏡 (花井双蝶八花鏡)径 7.6cm



写 2 中西ノ久保遺跡 Ⅱ全景 (北から)

中西ノ久保遺跡 Ⅱ H41号住居址
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写 6 仲田遺跡全景 (南から)

写 7 仲田遺跡調査風景 (南から)



写 8 仲田遺跡 H15号住居址鏡出土状況
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写 9 仲田遺跡 H6号 住居址遺物出土状況



写10 仲田遺跡H15号住居址出土土師器 写H 仲田遺跡Hl号住居址出土墨書土器
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写12 中西ノ久保遺跡Ⅱ・仲田遺跡・寺畑遺跡Ⅱ工事終了状況 (南 から)



例  言

1 本書は、平成 7年度佐久市建設部土木課による7_6路建設に伴う佐久市大字岩村田及び猿久保

に所在する中西ノ久保遺跡Ⅱ。仲田遺跡 。寺畑遺跡Ⅱの発掘調査報告書である。

2 事業主体者 長野県佐久市大字中込3056

佐久市建設部土木課

3 調査主体者 長野県佐久市大字中込3056

佐久市教育委員会 教育長 依 田 英 夫

4 調査期間  平成 7年 5月 26日 ～平成 7年 10月 6日 (現場作業)

平成 7年 10月 9日 ～平成H年 3月 31日 (整理作業)

5 調査総面積 5,105ぷ

6 本書の執筆 。編集は上原が行った。

7 本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

8 仲田遺跡H4号住居址出土獣骨は宮崎重雄氏にご助言を得た。

9 中西ノ久保Ⅱ。仲田遺跡出土鉄器レントゲン写真は国保浅FHl総合病院のご協力を得た。

凡  例

1 遺構の略称は以下のとおりである。

H一住居址  Ta一竪穴状遺構  F一 掘立柱建物址  D一土坑

M―溝跡  P一 ピット

2 スクリーントーンによる表示は以下のとおりである。

焼土難難難彗:  粘土豫溺難  かまど
1華菫華1彗:  張り床鐘難簿

堀方1111葺i  柱痕巡隆核  須恵器聾筆議  黒色処理業華菫:聾I

自然釉 。灰釉 瀦灘撒   火だすきy

3 挿図の縮尺は以下のとおりである。

遺構―住居址 1/80  堅穴状遺構 1/80  土坑-1/80

掘立柱建物址 1/120   溝跡 1/40 1/80 1/240

遺物一土師器 。須恵器 。灰釉陶器 1/4  鉄器-1/1 1/2 1/4

上記以外については挿図個々に表示

4 遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

5 土層 。遺物の色調は、「新版標準土色帖」による。

6 中西ノ久保遺跡Ⅱの遺構名は中西ノ久保遺跡 Iに 接続する。
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第 X章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至る経過

中西ノ久保遺跡Ⅱと仲田遺跡 。寺畑遺跡Ⅱは、北方から南流し、岩村田市街地の西を通過した

後、流れを東西方向に変え、蛇行しなが ら西流する湯川の左 。右岸段丘面上に存在する。湯川と

の比高差は中西ノ久保遺跡 12m、 仲田遺跡 6m、 寺畑遺跡17mで ある。

中西ノ久保遺跡Ⅱの所在する右岸の第一、第二段丘面上は以前から遺跡の密集地として知られ

てお り、中西ノ久保遺跡を含め、北西の久保遺跡、西一本柳遺跡など多くの遺跡が所在する。ま

た左岸第 2段丘面上に位置する寺畑遺跡は、平成 6年 に道路建設に伴う調査が行われ、すでに遺

構 。遺物の存在が知 られていた。これに対し、仲田遺跡の所在する左岸第一段丘面上は、湯川と

の比高差が 5～ 7mと 低地であり、同一段丘面での調査が行われていないため、遺跡の存在が不

鮮明な地域であった。

第 1図 遺跡位置図 (1:100,000)
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今回、佐久市建設部土木課による道路建設工事が行われることなった。中西ノ久保遺跡Ⅱ、寺

畑遺跡Ⅱは、隣接地域の発掘調査がすでに行われてお り、遺構の存在が明確であったため、佐久

市教育委員会が主体 とな り、遺構の記録保存を目的として発掘調査を行う運びとなった。しかし、

伸田遺跡については遺構の存在が不鮮明であつたため、中西ノ久保遺跡 Ⅱの調査と平行 して試掘

調査を行った。その結果、古墳時代から平安時代にかけての住居址が多数確認されたため、中西

ノ久保遺跡 Ⅱ 。寺畑遺跡 Ⅱ同様、発掘調査を行うこととなった。

第 2節 調査遺跡と調査体制

1 調査遺跡

遺  跡  名  中西ノ久保遺跡群中西ノ久保遺跡Ⅱ (INHKⅡ )

所  在  地  佐久市大字岩村田字南西ノ久保2447-3外

調 査 期 間  平成 7年 5月 26日 ～平成 7年 7月 28日 (現場作業)

調 査 面 積  1,645ぷ

調 査 担 当 者  上原 学 佐々木 宗昭

遺  跡  名  寺畑遺跡群仲田遺跡 (NTTⅢ )

所  在  地  佐久市大字猿久保字仲間

調 査 期 間  平成 7年 7月 27日 ～平成 7年 10月 6日 (現場作業 )

調 査 面 積  2,260ぷ

調 査 担 当 者  上原 学

遺  跡  名  寺畑遺跡群寺畑遺跡Ⅱ (NNTⅡ )

所  在  地  佐久市大字猿久保字下原594外

調 査 期 間  平成 7年 8月 28日 ～平成 7年 9月 H日 (現場作業)

調 査 面 積  1,200ボ

調 査 担 当 者  上原 学

2 調査体制

佐久市教育委員会埋蔵文化財課

教  育  長  依田 英夫

教 育 次 長  市川 源  (平成 7。 809年 度 )
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埋蔵文化財課長

埋蔵文化財課長

(兼)管理係長

埋蔵文化財係長

管 理 係 長

理 蔵 文 化 財 係

調 査 主 任

調 査 担 当 者

調  査  員

北沢 馨

戸塚 満

北沢 元平

須江 仁胤

須江 仁胤

大塚 達夫

荻原 一馬

谷津 恭子

糊沢 慶子

(平成 10年度 )

(平成 7年度 )

(平成 8年度 )

(平成 9年度 )

(平成 10年度 )

(平成 70809年 度)

(平成 10年度 )

(平成 7年度 )

(平成 809年 度 )

田村 和広 (平成 708年度)

林 幸彦 三石 宗一 須藤 隆司 小林 真寿

羽毛田 卓也 冨沢 一明 上原 学

佐々木 宗昭 森泉 かよ子

上原 学  佐々木 宗昭

相沢 今朝義 荒井 かつ

井上 行雄  確氷 健

糊沢 三之助 高地 正雄

小林 百合子 小松 三喜枝

佐藤 玉枝  清水 佐知子

高橋 サチ子 高橋 敬子

高橋 ふみ  田中 章雄

花里 四之助 花里 三佐子

細谷 秀子  水問 雅義

山田 幸枝  依田 みち

荒井 ふみ子

金森 治代

小林 まさ子

小山 澄江

高橋 かね子

高橋 冬子

角田 すい

比田井 久美子

武者 幸彦

渡辺 久美子
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第 3節 周辺遺跡の状況

中西ノ久保遺跡Ⅱの所在する湯川右岸の台地上には以前から多くの遺跡が所在することが知ら

れている。地形をみると、中西の久保遺跡群と北側に所在する多くの遺跡群との間には段丘によ

る比高差がわずかに認められ、一段上面に当たる第 2段丘面上には西方に緩やかな傾斜を持つ台

地が広がっている。

遺跡周辺は岩村田市街地から西に約 l km付近の田園

地域だが、市街地に近いこともあり古くから宅地造成、

道路整備等の工事に伴い多くの発掘調査が行われてい

る場所である。古くは昭和43年 に宅地造成工事に伴う

東一本柳遺跡の発掘調査が行われ、古墳時代後期の住 |.111■
|‐

曇±黛晰]11lL曇]禁「[1「illil曇1こ 1111111

金具・轡等の馬具、鉄族、玉類といった副葬品が出土

している。近年に至っては道路改良整備 ◆短大建設・  写13  西一本柳遺跡出土遺物

下水道工事等の開発が相次ぎ、昭和57年～60年にかけて短大建設工事に伴う北西の久保遺跡 (I

次～Ⅳ次)の発掘調査が行われ、弥生時代中期・後期、古墳時代中期、平安時代の住居址や掘立

柱建物址に加え、弥生時代の方形周溝墓、古墳時代の古墳群が確認されている。特に古墳時代後

期の古墳からは人物埴輪・形象埴輪 (飾 り馬・裸馬・鳥)・ 円筒埴輪など多くの埴輪が出土して

いる。また、平成 3、 4年には西一本柳遺跡 Iか ら弥生時代中期の住居址・掘立柱建物址などが

調査された他、周辺地域の試掘調査によって70棟以上の住居址が確認された。このときの発掘調

査によって、全国的にもめずらしい弥生時代と考えられる人面土器が出土し注目されている。さ

らに、平成 4年には諏訪倉庫株式会社の倉庫・事務所建設に伴い、今回調査区の北西1.3kmに所

写14 濁 り遺跡全景
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写15 寺畑遺跡出土爪形文土器



在する濁 り遺跡の調査が行われ、古代と考えられる大規模な水田跡が発見された。濁 り遺跡の周

辺には古代の遺跡群が多数存在することから、当時の生産活動を考える上で貴重な発見であった。

今回調査対象である中西ノ久保遺跡群も平成 4年 に下水道工事に伴い、北側に隣接する西一本柳

遺跡とともに発掘調査が行われた。この調査によって中西ノ久保遺跡 Iか らは古墳時代か ら平安

時代にかけての住居址 18棟、西一本柳遺跡か らは弥生時代中期から平安時代にかけての住居址69

棟などが確認され、土師器・須恵器 0石製品・金属製品などの遺物が出土している。

仲田遺跡の所在する湯川左岸の第一段丘面上は遺跡の存在が不明な地域だが、南に広がる第二

段丘面上には寺畑遺跡群、宮の上遺跡群、中原遺跡群などの遺跡が存在する。しか し、これまで

の試掘を含めた調査から、この湯川と濁川に挟まれた台地上では内陸部ほど遺構の密度が薄く川

に近づくほど遺構の密度が濃くなる傾向が認められる。仲田遺跡周辺における調査例としては、

平成 4年に遺跡の西側 l kmの 段丘面上に所在する根々井芝宮遺跡の調査が行われ、弥生時代から

平安時代にかけての住居址が多数確認されている。さらに、平成 6年佐久市都市開発部都市計画

課による道路建設工事に伴い寺畑遺跡の調査が行われ、平安・弥生時代の住居址各 1棟 と、佐久

市では最古 と思われる縄文草創期の爪形文土器が出土し、注目された。

写16 遺跡周辺航空写真
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第 2図 周辺遺跡位置図 (1:10,000)
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写17 遺跡周辺航空写真



第 4節 調査遺構 と出土遺物

1 中西ノ久保遺跡Ⅱ (INHKⅡ )

遺  構              遺  物

竪穴住居址      30      弥生式土器 (壺 )

掘立柱建物址     10      土師器 (不 。椀 。高杯 。甑 。甕)

土坑         7      須恵器 (杯 。高台付不 。甕 。長頸壺

溝跡         5           四耳壺 0横瓶)

ピット               灰釉陶器 (皿)  耳環

鉄製品  (刀子 。麻引き金具)

石製品  (砥石 。自玉 0紡錘車 。磨り石

敲き石 。編み物石 。窪み石)

2 仲田遺跡 (NTTⅢ )

遺  構             遺  物

竪穴住居址      30      弥生式土器 (壺 )

掘立柱建物址     H      土師器 (杯 。椀 。高杯 。甕 。甑)

土坑         6      須恵器 (杯 。高台付杯 。高杯 。甕 。長頸壺

ピット                   横瓶)

灰釉llu器 (皿 )

ミニチュア土器

銅鏡 (花井双蝶八花鏡)

鉄製品 (刀 子 。鉄鏃 0鎌
)

石製品 (砥石 0磨 り石 。敲き石 。編み物石

窪み石)

3 寺畑遺跡Ⅱ (NTTⅡ )

遺  構             遺  物

竪穴住居址      1      縄文土器 (爪形文土器)

竪穴状遺構      2      土師器 (甕 )

土坑         3      須恵器 (杯 。甕)

溝跡         1      石製品 (石鏃・石斧 。削器 。掻器 。石匙 。

ピツト                   敲き石)
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第 I章 中西ノ久保遺跡Ⅱ

第 3図 中西ノ久保遺跡 Ⅱ遺跡配置図 (Hl～ 18は 中西ノ久保遺跡 I)1:1,000
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第 1節  竪 穴 住 居 址 (H)遺 構名は中西ノ久保遺跡 Iの継続番号である。

Hl号住居址

遺構はC― う-6グ リット

に位置 し、東 。南側は平成 4

年、下水道工事に伴い行われ

た調査によつて、すでに調査

済みで、中西ノ久保遺跡 IH

l号住居址に接続する。遺構

は南に流れる湯り||の 段丘面の

台地上に掘 り込まれてお り、

表土から床面までの覆土は 5

層認められた。 1層は表上で

2層は国の床土と考えられ、

しま り・粘性のある暗赤褐色

土である。 30405層 は黒

褐色上で遺構は 4層上面から

検出できた。規模は以前の調

査結果を考えあわせると南北

3.76m、 東西約 3.6rn、 深 さ0.

56m(床 面)を測る。壁面は

やや外傾気味に立ち上がる。

床面は壁際を除き薄 く貼 り床

かされている。 ピットは北側

の両コーナーに 2個、以前の

調査において南側の両コーナ

ーに 2個のピットが確認 され

てお り、主柱穴と思われる。

かまどは北壁の中央に位置す

る。左右の袖は北壁から内側

に大きく入 り込み、粘土で構

築されている。袖部先端の焚

Ｓ勿

1層 褐灰 色 土 層  (10Y R 5/1)
2層  暗赤掲色土層  (5YR3/6)
3層 黒 色 土 層  (10Y R 2/1)
4層 黒 色 土 層  (loY R17/1)
5層  黒 色 土 層  (loY R 2/1)
6層  黒褐色 土層  (loY R 2/1)

7層 黒褐 色 土層  (loY R 2/3)
8層  灰黄褐色土層  (loY R 6/2)
9層 黒褐色 土層  (loY R 2/3)

10層  黒 色 土 層  (loY R 2/1)

11層 灰 褐色 土層  (5YR5/2)

12橿 黒褐色 土層  (loY R 3/1)

13層  黒 色 土 層  (loY R 2/1)

14層  褐灰 色 土暑  (10Y R 4/1)

15層 黒褐 色 土層  (loY R 3/1)
16層 黒褐色 土層  (loY R 3/2)

17層  暗赤褐色土櫂  (2.5YR 5/6)

号 住 居 址 実 測 図

耕作土。

田の上。

パミス、小石を含む。

小石を少量含む。

ローム粒子を少量含む。

ロームプロック、ローム粒子 (黄色)

多量に混入。

焼土粒子少量混入し、小石を含む。

粘土及び粘土プロック、焼土少量混入。

粘土プロック多量に混入し、焼上が微

量混在。

焼土粒子少量混入し、粘プロックが徴

量混入。

灰が多量に混入し、炭化粒子が少量混

在。

炭化物、焼土粒子、ロームブックが混

入し、灰を含む。

炭化物少量混入し、ロームプロックが

微量に混入、焼土粒子を含む。

白色の粘土プロック、粘土粒子が多量

に混入。炭化物少量混入。

白色の粘土プロックがltt量 に混入。

ロームプロックが多量に混入し、焼土

粒子微量混入。

焼土層。しまりなし。

第 4図  Hl

外域区査調
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写18 Hl号住居址全景 写19 Hl号住居址かまど

口付近には石 (安 山岩)が埋め込まれ、これに挟まれるように焼土の堆積が認められた。また焼

土の北側には石 (安 山岩)が 2個重ねられており、支脚の役目をはたしたものと考えられる。煙

道は火床から緩やかに立ち上がり、北壁のやや外側に張り出す。住居の掘方は 8～ 12cm掘 り込ま

れており、ローム粒・ロームブロックを多量に含む黒褐色土が埋め込まれていた。

遺物は僅かに土師器の杯 0甕、須恵器の杯、甕、磨 り石などテンバコ5分の 1箱出土した。図

示できたのは 1点で、土師器の甕である。口縁の形態は「く」の字状を呈し、外面にヘラ削りを

施す。 7C中～後半と考えられる。

第 5図 Hl号 住居址出土遺物実測図

第 1表 Hl号 住居址出土遺物観察表

H19号住居址

遺構は、湯川によつて形成 された段丘面の北

端 C一 え-3グ リットに位置する。住居は地山

のローム土に堀 り込まれ、床面までの覆土は 4

層確認でき、すべて黒褐色土である。規模は南

北3.72m、 東西4.00m、 深さ0.56m(床 面)を

測 り、平面形は方形である。壁はやや外傾気味

に立ち上が り壁面は堅 く安定 している。床面は

写20 Hl号住居址かまど掘方

番号 器  種 器 形 口径 clll 底径 all 器高 cll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 甕 (22.8) 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

口縞認0 良好 5YR5/4
鈍い赤褐色

-11-
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やや堅く西側を中心に石が散在 していた。ピッ

トは 5個確認できPl～ P4が主柱穴と思われ

る。かまどは北壁中央、東壁中央の 2カ所に存

在する。東かまどは両袖が壁面から内側に約60

cm入 り込み、粘土を主体として構築されている。

火床は両袖の間に位置し、ほぼ円形に掘 り込ま

れ、多量の焼上が堆積していた。煙道は火床か

ら緩やかに立ち上がり、壁外に約 lm張 り出し 写22 H19号住居址全景 (遺物なし)

調
査
区
域
外

A′~/シ

D′ /ぐ
々

奇

家
ml

l層

2層

3層

4層

5層

黒掲色土層  (loY R 2/2)
パミス、粘土プロックが混入し、小

石を含む。

黒掲色土層  (10Y R 2/2)
パミス少量混入し、粘土プロックが

多量に混入。

黒 色 土 層  (10Y R 2/1)
粘土プロック、パミスが少量混入し、

焼土粒子徴量に含む。

黒掲色土層  (:OYR 3/1)
粘土プロックが少量混入し、小石を

含む。

黒褐色土層  (:OYR 3/2)
ローム粒子、パミス10YR3/1
(黒褐色土)力

`滉在。

黒 色 土 層  (:OYR 2/1)
ロームプロック、ローム粒子が少量

混入。

黒 色 土 層  (10Y R 2/1)
ロームプロック、ローム粒子が多量

に混入。

o  ,T・1::F  2m

6層

7層

Ｄ
一

°鰤 ⑥  Q

第 6図 H19号住居址実測図
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ている。かまどは全体的に赤 く焼けしまっていた。北かまどは大部分が破壊 されてお り、袖の確

認もできなかったが、火床付近にほぼ円形の掘 り込みが認められた。煙道は東かまどに比べ垂直

気味に立ち上が り、壁外に約40cm張 り出していた。

遺物は土師器の不、甕、須恵器の杯、甕、石製紡錘草、自玉、磨 り石などテンバコ3分の 1箱

出土 している。図示できたのは 7点である。 1・ 2は土師器の杯で外面底部にヘラ削 り、内面に

ミガキを施す。 3～ 6は土師器の甕で 3はやや胴丸で口縁の形態は 「く」の字を呈する。 4は長

胴の甕 と思われ、口縁の形態は 「く」の字を呈 し外面にヘラ肖Jり を施す。 5は全体的に器厚が厚

く外面にヘラ削 り、ミガキを施す。 6は長胴甕の胴部下半と思われ、外面ヘラ削 り、内面ヘラナ

デを施す。 7は単日の甑の底部である。

これ ら出土遺物の特徴から、本住居址は 7C末～ 8C初頭 と考えられる。
ｄ
　
。

ｑ　̈一物鰊Ｆ一
Ｆ

一

引

営
　

　

　

　

引

8層

9層

暗赤褐色土層

黒 褐 色 土 層

多量に混入。

暗赤褐色土層

極暗褐色土層

多量に混入 し、

暗赤褐色土層

黒 褐 色 土 層

黒 褐 色 土 層

(2.5YR3/6)焼 土。

(5YR2/1) 焼土粒子、焼土プロックが

(2.5YR3/6)焼 土。

(5YR2/4) 焼土粒子、焼土プロックが

焼土粒子を微量に含む。

(2.5YR3/6)焼 土。 しまりあり。

(10Y R 3/2) 焼土を少量含む。

(10Y R 3/2) 焼上を含む。鉤
I    I′

帽
　
幡
　
　
媚
　
媚
　
罐

o 腎・:W 2m

⑬磁

第 7図  H19号住居址掘方 。かまど実測図
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Ｓ

覇

第 8図  H19号住居址出土遺物実沢1図

＼こノ
魏 7

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 丸底
儒薔 t昇摯

り 内面黒色処理 良 10YR7/6
明黄褐色

2 土師器 不 (13.0) 丸底 底部 ヘラ削り 内面黒色処理
内面 ミガキ

良 10YR7/4
鈍い黄橙色

3 土師器 甕 (15.8) 口縁 横ナデ 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

良好 5YR6/6
橙色

4 土師器 甕 □縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

El縁 90 良好 2.5YR4/6
赤褐色

5 土師器 甕

尿醤鶴続す
デ ロ縁内面ヘラナデ 良 7.5YR6/3

鈍い褐色

6 土師器 甕 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ 魔堅鯨近 良好 5YR3/3

暗赤褐色

7 土師器 甑 衡薔食ζツタ の部
部

底

一

良好 7.5YR7/3
鈍い橙色

底部単口

第 2表 H19号住居址出上遺物観察表

-14-



写23 H19号住居址かまど 写24 H19号 住居址掘方

H20号住居址

遺構はC―お-6グ リッ トに位置 し、D5に切 られる。住居址の南は一部調査区外となる。覆

土は単層で、地山のロームを含む黒褐色土である。規模は南北3.00m、 東西3.08m、 深さ0。 12m

(床面)を測 り、平面形は隅丸方形を呈する。壁は浅く、僅かに立ち上が りが認められる。床面

はほぼ平坦で、やや堅さをもつ。 ピット、周溝は認められなかった。かまどは北壁中央に構築さ

れ、火床部は楕円形に堀 り込まれ、焼土の堆積が見られた。

遺物は土師器の甕、須恵器の杯、甕などビニール袋に 2袋出土 している。図示できたのは 1点

である。 1は土師器の杯である。

これ ら出土遺物の特徴から、本住居址は 8C中頃と考えられる。

1層

2層

3層

黒 色 土 層  (75YR 2/1) ローム粒、炭化物を含む。

黒 色 土 層  (75YR 2/1)焼 土、炭化物を含む。

にぶい橙色土層  (25Y R 6/4) 焼土層。

o  ,T・1::1  2m

第 9図  H20号住居址実測図

-15-



写25 H20号住居址全景

第10図 H20号住居址出土遺物実測図

第3表 H20号住居址出土遺物観察表

H21号住居址

遺構は湯川によって形成された段丘面境の

斜面上B一 か-7グ リットに位置し、東側は

M5に切られる。床面までの覆土はかまどの

覆土を除き 2層認められ、ともに地山のロー

ム粒を含む暗褐色土である。遺構は斜面に構

築されていることから、南側は確認できない。

残存規模は、南北2.60m、 東西4.16m、 深さ

0。 20m(床 面)を測 り、平面形は方形を呈し

ていたと思われる。壁はやや外傾気味に立ち

上がる。床面は中央付近に一部貼り床されピ

辞 器  種 器 形 口径 cnl 底径 clll 器高 all 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

土師器 杯 底部 回転糸切 り 良好 5YR6/4
鈍い橙色

-16-
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０ヽ

⑮
Ｆ．

む |

ｏ　
　
業̈
・・・̈̈
η̈
　
　
Ｎ
日

B′

MS

1層  黒褐 色 土層  (10Y R 2/3)ロ ーム粒、パミスを含む。      6層  褐 色 土 層

2層 黒 褐 色 土層  (10Y R 2/2)ロ ーム粒、パミス、粘土を含む。   7層  黒 褐色土 層

3■ 褐 色 土 層 (10Y R 4/4) 掘り方。ローム多く含む。       8層  暗赤褐色土層

4層 黒 色 土 層 (10Y Rl.7/1)小石微量に含む。         9層  黒褐色土層

5層 にぶい黄掲色■■ (loY R 4/3) 粘土粒、灰多量に含む。        10層 明褐灰色土層

第Htt H21号住居址実測図

ットは床の西側に 2個認められた。主柱穴と

思われる。かまどは北壁の中央に位置し、袖

の一部及び火床が確認できた。袖は北壁から

内側に約40cm入 り込み、一部地山を利用し、

これを粘土で覆つている。火床は多量の焼土

が堆積 しており、中央付近に支脚と思われる

軽石が埋め込まれていた。煙道は火床から緩

やかに立ち上がり、壁付近で角度を変え壁外

に水平に約30cm張 り出し立ち上がる。住居の

(10Y R 4/6) 焼土、粘土多く含む。

(10Y R 2/2)灰、ローム粒、赤色粒含む。しまりあり。

(5YR3/2)焼 土粒子、粘土プロッタを含む。

(10Y R 3/1) 焼土、炭化物を含み。ローム粒子混入。

(5YR7/2)粘 土プロック、ローム粒子混入。

写27 H21号 住居址かまど

-17-



掘方は全体に12cmほ ど掘り込まれ、ローム上を多く含む褐色上が埋め込まれていた。

遺物は土師器の甕 。甑、須恵器の不 。甕、石製品などテンバコ3分の 1箱 出土している。図示

できたのは 2点である。 1は甑で外面ヘラ削り、内面ヘラナデ、底部は多口である。 2は甕の長

胴甕の胴部下半で外面ヘラ削り、内面ヘラナデを施す。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は8C前半と考えられる。

第12図  H21号住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 E&cm 底径 cnl 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 甑

昇醤貸す断り 需ξ尺ラナデ 良好 7.5YR6/6
橙色

底部多口

土師器 甕

禽悪R3禦拿 体部下半 良 2.5YR6/6
橙色

第4表 H21号住居址出土遺物観察表

H22号住居址

遺構は湯川によつて形成された段丘面境の斜面上C一 あ-4グ リットに位置し、H27を切り、

西壁を撹乱によつて破壊されている。床面までの覆土はかまどの覆土を除き4層確認でき、この

うち 1、 2層が大半を占め、ともに小石、ローム粒を含む暗褐色土である。規模は南北2.96m、

東西3.76m、 深さ0。 44m(床面)を測り、平面形は隅丸方形を呈する。壁は垂直気味に立ち上が

り、壁面は堅く安定している。床は全体に 2～ 4 cmの厚さで貼り床されており、ピットは4個認

められた。主柱穴と思われる。周囲には幅10cmほ どの周溝が巡らされている。かまどは北壁の中

央に構築されており、多量の粘土によつて覆われていた。粘土はかまどの構築材と思われ、天丼

部、袖部付近に顕著に認められた。袖部は北壁から内側に約60cm入 り込み、補強材として石 (安

山岩、軽石など)を南北方向に並べ粘土に覆われていた。かまど中央の粘土は天丼部の崩れたも

のと考えられ、粘土直下には支脚の土台として使用したと思われる石 (安 山岩)がおかれ、さら

にその下には多量の焼上が堆積 していた。煙道は火床から立ち上がり、北壁の外側に約70cm張 り

出していた。
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第13図

10層

11層

F′                 12層

13層

14層

o  腎・子::F  2m

1層 黒 色 土 層  (10Y R 2/1)
む。

黒 褐 色 土 層

黒 褐 色 土 層

暗 褐 色 土 層

に混入。

黒 褐 色 土 層  (10Y R 3/2)
在 し、小石を含む。

黒 褐 色 土 層  (10Y R 3/1)

にぶい黄褐色土層  (10Y R 5/4)
ロックが多量に混入。

黒 褐 色 土 層  (loY R 2/3)

赤 褐 色 土 層  (5YR4/6)

黒 褐 色 土 層  (loY R 2/2)

黒 褐 色 土 層  (5YR3/1)

褐 色 土 層 (loY R 4,/6)

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/2)

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/2)

パ ミス、小石、ローム粒を多量に含

パ ミス、小石、ローム粒が少量混入。

パ ミスが少量混入。

ローム粒子、ロームプロックが多量

黄色ロームプロックがレンズ状に混

パ ミス (極小)4ヽ石が多量に混入。

にぶい黄色粘土粒子、にぶい黄色ブ

ローム粒、焼土粒を含む。

焼土。

炭化粒子を多量に含む。

炭化粒子を少量含む。

粘土 (小石を少量含む)。

イヽ石、焼土粒子が少量混入。

焼土粒子が微量に混入。

F F′

01

189i' 彬2「

層

　

層

　

層

層

　

層

　

　

層

　

層

(10Y R 2/2)

(10Y R 3/2)

(10Y R 3/4)

5層

憾｀

饉ヽ

H22号住居址実測図
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8/

第14図  H22号住居址出土遺物実測図
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遺物は土師器の坪、甕、須恵器の杯、甕、

壺、鉄製品、磨 り石などテンバコ3分の 2箱

出土している。図示できたのは 9点である。

1は土師器の杯で底部付近にヘラ削りを施す。

203は須恵器の杯でやや広めの底部にヘラ

削りを施す。 405は土師器の甕で胴部の最

大径が肩部のやや下部にあり、口縁の形態は

「く」の字を呈する。 607・ 9は須恵器の

甕で 6の器厚は薄く、外面に叩きを施す。 7

は底部から体部にかけてで外面に叩き、内面

にヘラナデを施す。 9は 口縁部で、頸部の形

態は大きく外反し、体部にたたきを施す。 8

は長頸壺と思われる。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は8

C前半と思われる。

写28 H22号 住居址全景

写29 H22号住居址遺物出土状況

辞 器  種 器 形 口径 all 底径 cnl 器高cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 魃 晨婦貸す断り
良好 7.5YR6/6

橙色

2 須恵器 椰 農爺R;衡 B横
ナデ 良好 N8/0

灰白色

3 須恵器 杯 農曇R;衡ヮ横
ナデ 良好 N4/0

灰色

4 土師器 甕 口縁 横ナデ 外面 ヘラ削り
底部 ヘラ削り

良好 7.5YR5/4
鈍い褐色

5 土師器 甕 23.5
昇醤貸す罰り

良好 2.5YR6/6
橙色

須恵器 甕 外面 口pき 竺覇
の 良好 2.5Y6/2

灰黄色

須恵器 甕 発薔哭ウナデ
良 7.5Y5/1

褐灰色

須恵器 長頸壺 底部 高台張り付け 底部80 良 10GY6/1
緑灰色

須恵器 甕 外面 ロロき 口縁90 良好 10Y5/1
灰色

第 5表 H22号住居址出土遺物観察表
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H22号住居址全景

写32 H22号 住居址かまど (北 から)

写34 H22号 住居址かまど (粘 土除去状態 )写33 H22号住居址かまど (東 から)

-22 -



H23号住居址

遺構は湯川によつて形成された段丘面の北端C一 か-6グ リットに位置し、H20に切られる。

北側の大部分は調査区外となる。遺構の検出面までの土層は4層確認でき、覆土は単層である。

調査規模は南北0。 72m、 東西3。 12m、 深さ0。 24mを測 り、平面形は隅丸方形を呈したと思われる。

壁は僅かに立ち上がり、やや外傾する。床面はやや堅さを持つ。ピット、周溝、かまどは確認で

きなかつた。

遺物は検出時に土師器、須恵器片、鉄製品が僅かに出土した。時期は不明である。

色 土 層  (10Y R 2/1) ローム粒子を少量含む。

色 土 層  (10Y R 2/1) ロームプロック、ローム粒子 (責色)多量に混入。

1層 褐灰 色 土層  (10Y R 5/1)耕 作土。

2層 暗赤掲色土層  (5YR3/6) 田の上。 (床 土)

3層  黒 色 土 層  (10Y R 2/1) パミス、小石を含む。

4層  黒 色 土 層  (10Y R!7/1)小 石を少量合む。

第15図  H23号住居址実測図

H24号住居址

遺構は湯川によつて形成 された段丘面

上の北端 C一 か-6グ リットに位置 し、

H20に切 られ、北側の大部分は調査区外

となる。覆土は単層である。規模は調査

規模で南北 0。 48m、 東西 3。 70m、 深 さ0。

38mを測 り、平面形は隅丸方形を呈 した

と思われる。壁は垂直気味に立ち上がる。

床面はやや堅く、東壁から南壁際にかけ

て幅15cmほ どの周溝が巡 らされている。

ピット、かまどは確認できなかった。遺

物は検出時に土師器片、石製品が出土し

た。時期は不明である。

外域区査調

層

　

層

0  腎・f::F  2m

い|

A′

ml

黒褐 色土層  (10Y R 3/1)黄 色ローム粒子、ロームプロックが少量混入。

にぶし嘴掲色土層 (10Y R 4/3)黄 色ローム粒子、ロームプロックが多量混入。

o  ,Υ
・
l::F   2m

第 16図 H24号住居址実測図

写35 H23号 住居址全景 (東から)
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写36 H24号住居址全景

H25号住居址

Ｅ
一

L11l E

Ｃ

一

Ｄ

一

Ｄ

一

C′

1層 褐 灰 色 土 層  (10Y R 4/1)

2層 黒 褐 色 土 層  (10Y R 3/1)

3層 黒 褐 色 土 層  (10Y R 3/1)
し、ロームプロックを多 く含む。

4層 にぶい黄掲色土層 (10Y R 4/3)

5層 黒 褐 色 土 層  (10Y R 3/1)

6層  黒 褐 色 土 層  (10Y R 3/2)
子が混入。

7層 褐 色 土 層  (7.5YR4/3)
み、粘土を多 く含む。

8層 黒 褐 色 土 層  (7.5YR2/2)
(小 )を 少量含む。

9層 黒 褐 色 土 層  (75Y R 3/2)

小石、パ ミスが少量混入。

小石、パ ミスが少量混入。

小石、パ ミスが少量混入

貼 り床。

小石を少量含む。

パ ミス、小石、ローム粒

焼土粒子、灰 を多量に含

粘土粒子、粘土プロック

粘上を多量に含む。焼土

プロック混入。

にぶい黄掲色土層 (loY R 4/3) 粘上、焼土プロックを多

量に含む。

黒 掲 色 土 層  (7.5YR3/1)粘 土プロックを含む。

o  ,T・1::F  2m

第 17図  H25号住居址実測図
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遺構は湯川によつて形成された段丘面境の斜面上B― え-7グ リットに位置し、M5に切られ

る。床面までの覆土はかまどの覆土を除き3層認められ、 1層は小石を含む褐灰色、 2・ 3層 は

ローム、小石を含む黒褐色である。規模は確認規模で南北3.96m、 東西4.68m、 深さ0。 43m(床

面)を測り、平面形は方形を呈したと思われる。壁は住居が斜面に掘り込まれていることから北

壁から南壁にかけて浅くなる。床面は全体に6～ 14cm貼 り床され、ピットは 3個確認できた。主

柱穴と思われる。かまどは北壁の中央のやや西よりに位置する。袖は北壁から住居内に約56cm入

り込み粘土を多用し構築されている。火

床はほぼ円形に堀り込まれ、焼土が堆積

していた。貼り床の直下からはピットが

1個確認できた。

遺物は土師器の杯、甕などが出土して

いる。図示できたのは 1点で、外面にヘ

ラ削りを施す土師器の甕である。

古墳時代と考えられる。

1

第18図  H25号住居址出土遺物実測図

H26号住居址

遺構は湯り||に よつて形成された段丘面の北側、段丘境の緩斜面上B一 か-7グ リットに位置し、

H21に切られる。覆土はかまどの覆土を除き5層認められ、このうち 1・ 2・ 3層が大半を占め

番号 器  種 器 形 口径 clll 底径 clll 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 甕 禽薔ミζ禦拿 良好 2.5YR5/6
明赤褐色

第 6表 H25号住居址出土遺物観察表

写37 H25号住居址全景 (南から) 写38 H25号 住居址かまど
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ローム、焼土粒を含む黒褐色土である。規模は南北3.75m、 東西4.07m、 深さ0.39m(床 面)を

測 り、平面形は隅丸方形を呈する。壁はやや外傾気味に立ち上がり壁面は堅 く安定 している。床

は全体的に堅くしまってお り、ピットは 5個認められた。 Pl～ P4が主柱穴と思われる。壁際

には幅 12～ 18cmの周溝が確認できた。かまどは北壁の中央に位置する。袖は北壁の内側に70cm入
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1層 黒褐色土層

2層 黒褐色土層

3層 黒褐色上層

4層 暗褐色土層

5層  黒褐色土層

6層 黄褐色土層

7層  黒掲色t層

8層 黒褐色土層

9層 褐 色 上 層

第 19図
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川

10層 暗赤褐色土層

H層 黒 褐 色 土 層

12層 暗赤褐色土層

13層 黒 褐 色 土 層

14層  暗赤褐色土層

15層 褐 灰 色 土 層

焼土粒子、焼土プロックが混入。

焼土プロック、炭化物が混入。

焼土粒子、灰が多量に混入。

焼土粒子、灰が少量混入。

焼土。

白色粘土プロック、焼土を含む。

o  ,T・ 1::F  2m

(5YR3/4)

(5YR2/2)

(5YR3/ノ 3)

(5YR2//1)

(5YR3/6)

(10Y R 4/1)

α

一

鏃
第20図 H26号住居址かまど実測図

写39 H26号住居址全景 (南から)

写40 H26号住居址かまど (南から)
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り込み、石を芯材としこれを粘土で覆つてい

た。また両袖先端の間に焼土の堆積が認めら

れた。煙道は北壁の延長線上付近から急激に

立ち上がる。掘方は約12cm掘 り込まれ、ロー

ムを多く含む黄褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の不、高坪、甕、甑などテン

バコ3分の 1箱 出土している。図示できたの

は18点である。 1～ 6は土師器の杯で、丸底

の底部にヘラ削りを施し、体部途中に明瞭な

稜を持つ。 7、 8は土師器の高杯の不部と思

われ、開き気味の外部の底部付近にヘラ削り、

内面は黒色処理、ミガキを施す。 9は鉢ある

いは甑と思われる。10～ 14は 土師器の長胴甕

で土器の最大径が口縁部にあり、口縁の形態

が丸みを帯びた「く」の字を呈し、外面にヘ

ラ削り、内面にヘラナデを施す。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は6

C後葉のものと考えられる。

写41 H26号 住居址かまど

4

第21図 H26号住居址出土遺物実測図 (1)
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辞 器  種 器 形 口径 cln 底径 all 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 不 (14.0) 魃 晨最吏ぢ副り 良好 7.5YR7/6
橙色

2 土師器 椰 (12.8) 丸底 口縁 横ナデ
底部 ヘラ削り

良好 5YR7/4
鈍い橙色

土師器 不 (12.0) 丸底 晨鋸貸す断り 良 7.5YR3/1
黒褐色

土師器 杯 (13.9) 丸底 晨覇袋す断り 良好 7.5YR7/4
鈍い橙色

土師器 不 (15.8) 越 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

良好 10YR6/3
鈍い黄橙色

土師器 不 (13.0) 口縁 横ナデ
底部 ヘラ削り

良好 7.5YR5/4
鈍い褐色

土師器 高杯 (15.4) 杯部底部 ヘラ削り
内面 黒色処理・ ミガキ

琢部30 良
朧 雀

土師器 高外

簡薔鴨危ど1:ガキ 杯部40 良 5YR5/4
鈍い赤褐色

土師器 甑 (22.2)

昇醤貸す断り 良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

土師器 甕 口縁 横ナデ
底部 ヘラ削り

良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

土師器 甕 (21.6) 口縁 横ナデ
底部 ヘラ削り 内面 ヘラナデ

良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

土師器 甕 (20.6)

尿醤貸す爵り 内面ヘラナデ 良好 ん
色榔橙

土師器 甕 (21.2)

昇醤貸すぶり 内面ヘラナデ 良好 10YR7/4
鈍い黄橙色

土師器 甕 (16.4)

昇喬貸す断り 良好 10YR4/3
鈍い黄褐色

土師器 甕 外面 ヘラ削り 体部の
一部

良 7.5YR6/3
鈍い褐色

土師器 甕 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

口縞80 良 10YR6/6
明黄褐色

土師器 甕
衡悪食ζ禦拿 底部90 良 10YR4/3

鈍い黄褐色

土師器 甕 外面 ヘラ削り 底部90 良 5YR5/6
明赤褐色

第 7表  H26号住居址出土遺物観察表

H27号住居址

遺構は湯川によって形成 された段丘

面の北側、段丘境の斜面上 C一 あ-4

グリットに位置 し、H22に切 られる。

覆土はかまどの覆土を除き 2層認めら

れ、ローム粒小石を含む黒褐色土であ

る。規模は南北2.68m、 東西3.52m、

深 さ0。 40m(床面)を測 り、平面形は

隅丸方形を呈する。壁は外傾気味に立

ち上がり、壁面は堅 く安定 している。

床面はやや堅 くピットは 4個確認でき

た。主柱穴と思われる。また住居址中 写42 H27号住居址全景 (南から)
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央付近には多数の石 (安山岩、軽石)が散在していた。かまどは北壁のやや西側に位置し、粘土

が多量に認められた。袖は北壁から内側に約50cm入 り込み、火床と思われる付近に焼土の堆積は

見られなかつた。煙道は緩やか傾斜で立ち上がり、北壁の外側約50cmに立ち上がる。住居の掘方

は 8～ 16cmほ ど堀り込まれ、ローム粒、小石を含む黒褐色土が埋め込まれていた。遺物は土師器

の杯、甕などテンバコ5分の 1箱 出土している。図示できたのは 3点である。1は土師器の不で、

丸底の底部付近にヘラ削り、内面にミガキを施す。 2は土師器の甕の口縁である。 3は土師器の

長胴甕と思われ、外面にヘラ削り、内面にヘラナデを施す。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は7C末～ 8C初頭のものと考えられる。

QI

黒褐色土層  (10Y R 3/2) パ ミス、小石を多量に含む。

黒褐色土層  (10Y R 2/3) 小石が少量混入し、黒色ローム粒

子を微量に含む。

黒褐色土層  (10Y R 3/1) パ ミス (極小)、 小石が多量に混

入し、黄色ローム粒子を含む。

黒 色 土 層  (10Y R 2/1) 褐色のローム粒子、小石が混在 し、

パ ミスを少量含む。

5層  黒褐色土層  (7.5YR3/2)小 石が少量混入し、焼土粒子、灰

が少量混在。

6層  灰褐色土層  (75YR 4/2)灰 、黄色ロームプロックが少量混

入 (粘上を主となすカマドの構築層 )。

7層  褐 色 土 層  (7.5YR4/6)黄 色ローム粒子、ロームプロック

を主となす (粘 土を主となすカマ ドの構築騒 )。

8層 褐 色 土 層  (7.5YR4/6)灰 、黄色ロームプロック少量含む。

しまりあり。

E′
67 ~

o  l¥・♀::F  2m

第23図  H27号住居址実浪1図
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第24図  H27号住居址出土遺物実測図
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鶴 器  種 器 形 口径 clll 底径 cnl 器高 cnl 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 丸底 農票ミリ断ら黒色処
理 良好 10YR7/4

鈍い黄橙色

土師器 甕 口縁 横ナデ 口縁60 良 5YR6/6
橙色

土師器 甕 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

体部の
一部

良 7.5YR5/4
鈍い褐色

第 8表 H27号住居址出土遺物観察表

写43 H27号住居址かまど            写44 H27号 住居址掘方

H28号住居址

遺構は湯川によつて形成された段丘面の北側、段丘境の斜面上C一 あ-3グ リットに位置し、

住居址の半分はすでに破壊されている。覆土は単層で小石を多量に含む黒褐色土である。規模は

確認規模で南北2.76m、 東西2.32m、 深さ0。 19m(床面)を測 り、平面形は残存形態から隅丸方

形と思われる。床は全体的に 6 cmほ どの厚さで貼 り床されている。ピットは 1個確認できたが、

主柱穴であるかは不明である。かまどなどの施設は認められなかった。

遺物は土師器の杯、 甕片がビニール袋 1袋出土している。 図示できたのは 1点で、 土師器小

型壺の口縁部である。形態として、須恵器の模倣と考えられる特徴を有する。古墳時代と考えら

れる。            、

“

|  じ|   
“

|は 、ヽ、ヽ、ヽ.  じ |

第26図  H28号住居址出土遺物実測図
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第25図 H28号住居址実測図

o  ,T・l::F  2m

1層  黒褐色土層  (10Y R 3/1) 小石が多量に混入し、パミスを含む。

2層 黒 色 土 層 〈:OYR2/1)小 石が少量混入し、パミスを含む。

3層 黒掲色土層  (10Y R 2/3) 砂質。ローム粒を少量混入。

写44 H27号 住居址掘方
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番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cln 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 キ
キ

ガ
ガ

面
面

外
内

縁
縁

口
口

口縁100 良好 2 5YR5/6
明赤褐色

第 9表  H28号住居址出土遺物観察表

写45 H28号 住居址全景 (南から)

H29号住居址

遺構はC一 い-8グ リットに位置 し、西側は

調査区外 となる。住居址の掘 り込みの大部分は

確認できず、すでに床面の状態であった。調査

規模は東西3.65m、 南北 5。 20mを測 り、平面形

は隅丸方形 と思われる。床面はやや堅さを持ち、

壁際と思える位置には周溝が巡 らされていた。

ピットは 1個確認できた。掘方からは新たに 3

個のピットが認められた。

遺物は土師器の甕片などが僅かに出土 した。

平安時代 と考えられる。

写46 H28号 住居址周辺状況
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写47 H29号住居址全景 (南東から)
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H30号住居址

遺構は湯川によつて形成された段丘面上C一 い

-10グ リットに位置し、西側は調査区外となる。

検出面から床面までの覆土は単層で、ローム、炭

化物を含む黒褐色土である。調査規模は南北4.72

m、 東西1.96m、 深さ0.40m(床 面)を測り、平

面形は隅丸方形と思われる。壁はやや外傾気味に

立ち上がり、壁面は堅く安定している。床面は堅

く踏み固められた状態で、ピットは 2個確認でき

た。Plは主柱穴の一つと思われる。壁際には幅

15cmほ どの周溝が認められた。

遺物は土師器の杯、甕、石製品などテンバコ4

分の 1箱出土している。図示できたのは 7点であ

る。 102は 土師器の杯でヘラ削りされた丸底の

底部から湾曲しながら立ち上がり口縁部にいたる。

3～ 7は土師器甕で30507は 長胴甕と思われ、

外面にヘラ削り内面にヘラナデを施す。 4は小型

の甕でやや器厚が厚く、外面にヘラ削り、内面に

ヘラナデを施す。 6は胴丸の甕の底部周辺と思わ

れる。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は7C後

半のものと考えられる。

3

第28図  H30号住居址実測図

０ヽ

1層 暗褐色土層  (loY R 3/4)
2職 黒褐色土層  (loY R 2/2)
3層  暗掲色土扇  (7.5YR3/4)
4層  暗褐色土層  (loY R 3/3)

表土。

ローム粒、炭化物、パミスを含む。

焼土、灰を含む。粘性あり。

ローム粒、炭化物を含む。

o   ,Ti≧跳ヂ  2m

尊

第29図  H30号住居址出土遺物実測図 (1)
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第30図  H30号住居址出土遺物実測図 (2)

写48 H30号住居址全景             写49 H30号 住居址周辺状況

H31号住居址

遺構は湯川によつて形成された段丘面上のE― い-3グ リットに位置し、H32を切 り、M6に

切られる。西側は調査区外となる。検出面から床面までの覆土は 2層確認でき、ローム粒・炭化

物を含む黒褐色土である。調査規模は南北4.84m、 東西3.16m、 深さ0.56m(床 面)を測り、平

面形は方形と思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁面は堅く安定している。床面は踏み固め

られたように堅くしまつていた。ピットは3個認められ、Pl、 P2が主柱穴と思われる。床面

中央付近には多くの炭化材が散在していた。また北壁沿いには土師器の甕を中心とした土器が、

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 (13.0) 丸底 底部 ヘラ削り 良好 10YR6/4
鈍い黄橙色

土師器 杯 (13.6) 丸 底 底部 ヘラ削り 良好 7 5YR8/3
浅黄色

土師器 甕 デ
曲
剛

ナ
ラ

横

ヘ

縁
面

日
外 内面 横ナデ

口縁90 良 5YR5/8
黒褐色

土師器 甕 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り 内面 ヘラナデ

良好 7.5YR7/4
鈍い橙色

土師器 甕 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り 内面 ヘラナデ

口縁45 良好 5YR5/8
明赤褐色

土師器 甕 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

底部80 良好 5YR5/4
鈍い赤褐色

7 土師器 甕 削

目

ラ

ケ

ヘ

ハ

面
面

外
内

底部70 良 5Y6/8
橙色

第10表  H30号住居址出土遺物観察表

写49 H30号 住居址周辺状況

-35-



当時の様子をうかがわせるかのように立ち並

んでいた。かまどは確認できなかった。

遺物は土師器の杯、甕、壺、甑、石製品な

どテンバコに 3分の 2箱出土している。図示

できたのは10点 である。 1は土師器の杯で、

ヘラ削 りされた丸底の底部から立ち上が り、

体部途中に明瞭な稜を持つ。 2～ 7は土師器

の長胴甕で外面にヘラ削 り、内面にヘラナデ

を施す。 8は胴丸の甕で外面はヘラ削 り後 ミ

ガキ、内面にハケロを施す。 9は広 口壺でや

や丸みを帯びた底部を持ち外面ヘラ削 り内面

ヘラナデを施す。10は土師器の甑で底部は多

口である。これ ら出土遺物の特徴から、本住

居址は 6C後半と考えられる。

写50 H31号住居址全景 (遺物あり。東から)

写51 H31号 住居址全景 (遺物なし 。東から)

写52 H31号住居址遺物出土状況
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1層 暗 褐 色 土 層  (10Y R 3/4)表 土。 (畑 )

2層  暗 褐 色 土 層  (10Y R 3/3)パ ミス含む、しまりあ り。

3層  黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/3)ロ ーム粒、パ ミス、炭化物を含む。

4層  黒 褐 色 圭 層  (10Y R 3/2)ロ ーム粒、炭化物含む。

5層  にぶい黄褐色土層 (10Y R 4/3) ローム粒、炭化物多 く含む、焼土含む。

第31図  H31号住居址実測図
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鶴 器  種 器 形 口径 clll 底径 clll 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 埴 口縁 横ナデ
底部 ヘラ削り

良 10YR6/2
灰黄褐色

土師器 甕 尿醤貸す断り 内面ヘラナデ
良 5YR7/6

橙色

土師器 甕 昇岳貸す断り 内面ヘラナデ
口縁40 良 7.5YR4/2

灰褐色

4 土師器 甕 22.2 口縁 横ナデ 口縁25 良好
朧 色

土師器 甕 昇醤貸す罰り 内面横ナデ
良好 5YR5/3

鈍い赤褐色

土師器 甕 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り 内面 ハケロ

良好 5YR6/8
橙色

7 土師器 甕 昇岳嬢す断り 内面ヘラナデ
良好 10YR7/6

明黄褐色

土師器 甕 昇据貸す罰り・ミガキ 内面ハケロ
良好 7.5YR5/2

灰褐色

土師器 広口壺 尿侶貸す断り 内面ヘラナデ
良 語築椙雹

土師器 甑 内面 ハケロ 良好 10YR8/3
浅黄褐色

底部多口

第11表 H31号住居址出土遺物観察表

第33図  H31号住居址出土遺物実測図 (2)

霙ヌ53

H31号住居址掘方

H32号住居址

遺構は湯り||に よつて形成された段丘面上のE一 あ-2グ リットに位置し、H31に切られる。西

側は調査区外となる。床面までの覆土は、かまどの覆土を除き単層でローム粒、炭化物を含む黒

褐色土である。調査規模は南北5。 52m、 東西4。 28m、 深さ0.32m(床面)を測り、平面形は隅丸方
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多

チ
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No4

1層 黒褐色上層  (loY R 2/2)ロ ーム粒、炭化

物、パミスを含む。

2層 黒褐 色土層  (10Y R 2/3)ロ ーム粒を多く

含み、炭化物を含む。

3層 暗褐色土層  (10Y R 3/3)ロ ーム粒、ロー

ムプロックを多く含む。

4層  暗褐色土層  (loY R 3/3)灰 、焼土、炭化

物を多く含む。しまりなし。

5層 暗褐 色土層  (10Y R 3/3)貼 り床。ローム

粒、ロームプロックを多く含む。

6層  にぶセヽ黄褐色土層 (10Y R 4/3) ローム粒、ロー

ムプロックを多く含む。

7層 黒褐 色土層  (loY R 2/2)ロ ーム粒、ロー

ムプロックを多く含む。

8層 褐 色 土 層  (10Y R 4/4) ローム主体。黒

褐色土を多量に含む。

9層 黒褐 色土層  (10Y R 2/3)ロ ーム粒、炭化

物をわずかに含む。

10層 黒褐色 土層  (10Y R 2/2)ロ ーム粒を含む。

しまりなし。

H層 黒褐 色土層  (10Y R 2/3)ロ ーム粒、ロー

ムプロック1～ 2 cmを 含む。しまりなし。

12層 赤褐 色土層  (5YR4/6)焼 土層。しまり

なし。

13層 暗 褐色土層  (7.5Y R3/4)焼 土、灰を含む。

粘性あり。

14層 暗 褐色土層  (10Y R 3/3)ロ ーム粒、炭化

物を含む。

15層 黒 褐色土層  (10Y R 3/2)灰 、焼土、炭化

物を含む。

第34図 H32号住居址実測図
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形と思われる。床面はかまどの付近を除き全

体的に 3～ 8 cmの厚さで貼り床されていた。

ピットは 3個確認でき、Pl、 P2は主柱穴

と思われる。かまどは北壁のやや東よりに位

置するが大部分は破壊されている。袖は北壁

から住居内に約50cm入 り込み、東袖の先端の

内側には石が埋め込まれていた。火床はほぼ

円形に掘 り込まれ、焼土が堆積 していた。住

居址の掘方は 8～ 20cm掘 り込まれ、地山のロ

ーム土を多量に含んだにぶい黄褐色土が埋め

込まれていた。遺物は土師器の不、甕、須恵

器の不、甕がテンバコに 3分の 1箱出土して

いる。図示できたのは 9点である。 102は

土師器の不でヘラ削りされた丸底の底部から

立ち上がり、体部途中に明瞭な稜を持ち、そこからやや外反気味に立ち上がり口縁部に至る。 3

・ 4・ 7は土師器の長胴甕で口縁は緩やかに外反 し、外面にヘラ削り、内面にヘラナデ (4はハ

ケロ 0ミ ガキ)を施す。 6は土師器の甕の口縁で、口縁外面に縦方向のミガキを施す。 9は須恵

器の壺で外面にたたきを施し、灰釉が付着している。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は6C中 頃と考えられる。

写54 H32号住居址全景 (東から)

写55 H32号住居址かまど

第35図 H32号住居址出土遺物実測図 (1)
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第36図  H32号住居址出土遺物実測図 (2)

鶴 器  種 器 形 口径 m 底径m 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 不 越 口縁外面 ミガキ 底部 ヘラ削り
内面 ミガキ・クシロ

良 7.5YR6/4
鈍い橙色

土師器 杯 晨録貸す断り 良 10YR7/4
鈍い黄橙色

土師器 甕 昇暑貸す断り 内面ヘラナデ 良 7.5YR5/6
明褐色

土師器 甕 昌醤貸すアデ↑でノ釘割り目 良好 7.5YR5/6
明褐色

土師器 甕 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り 内面 ヘラナデ

口縁25 良 5YR7/4
鈍い橙色

土師器 甕 昇醤梁夕罰ら
ガ萬面ヘラナデ

口縁80 良

瑯艶
7 土師器 甕 口縁 横ナデ

外面 ヘラ削り 内面 ヘラナデ
良好 10YR7/6

明黄褐色

土師器 甕 外面 ヘラ削り 底部65 良好 7.5YR5/5
褐色

須恵器 士霊 (13.8) 外面 ロロき 良好 2.5Y2/1
黒色

第12表  H32号住居址出土遺物観察表

写56 H32号住居址遺物出土状況 写57 H32号住居址遺物出土状況



H33号住居址

遺構は湯川によつて形成された段丘面

の南端E― い-5グ リットに位置しH45

を切る。南は湯川に向かつて崩落してお

り、西側は調査区外となる。床面までの

覆土は 2層 でローム粒、炭化物等を含む

黒褐色土である。調査規模は南北4.64m、

東西3。 44m、 深さ0。 19m(床面)を測り、

平面形は方形と思われる。床はやや堅い

が貼り床はされていない。また、ビット

は 8個認められたが主柱穴かは不明であ

る。かまどは確認できなかった。

遺物は土師器の甕、壺などテンバコ4

分の 1箱出土している。 1は土師器の長

胴甕で口縁の形態は 「く」の字を呈し、

外面にヘラ削りを施す。 2は土師器のや

や小ぶりの甕で、口縁・体部外面に丁寧

なヘラ削りを施す、 3は甕の底部と思わ

れる。 4～ 7は小型の甕、壺の口縁部で

ある。

これら出土遺物の特徴から、本住居址

は6Cと 考えられるが、 5Cの特徴を有

する土器も認められた。 (4・ 5・ 6・ 7)

角

劃

引

Ｊ

Ｆ
一

Ｅ
一

層

層

篭弄58

H33号住居址

全景 (東から)

蒻

黒褐色土層

黒褐色土層

(10Y R 2/3)バ ミスを含む。しまりあり。

(10Y R 3/3) ローム粒、パミス、炭化物

を含む。

H33号住居址実測図第37図
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第38図 H33号住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 tr6cm 底径 cn 器高cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 甕 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

良 5YR5/3
鈍い赤褐色

2 土師器 甕 晨婦貸す断り 内面ハケロ
口縁25 良好 2.5YR5/6

明赤褐色

3 土師器 甕 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

底部のみ 良 7.5YR5/6
明褐色

4 土師器 甕 IIl縁 外面 ヘラ削り
外面 ヘラ削り

良好 2.5YR6/8
橙色

5 土師器 広口壺 El縁 横ナデ
外面 ヘラ削り 内面 ハケロ

口縁50 良 5YR5/6
明赤褐色

6 土師器 甕 口縁 横ナデ 口縁35 良好 7.5YR5/6
明褐色

7 土師器 小型甕 キ
キ

ガ
ガ

縁
面

国
内

口縁30 良好 10YR5/4
赤褐色

第13表  H33号住居址出土遺物観察表

H34号住居址

遺構は湯川によって形成された段丘面の南端D一 こ-4グ リットに位置し、H35、 H45を切る。

床面までの覆土は単層でローム粒を含み、やや しまりのある黒褐色土である。規模は南北5,76m、

東西4.20m、 深さ0。 24m(床面)を測り、平面形は南北に長い長方形である。壁はやや外傾気味

に立ち上がり、しまりがある。床面は堅く4～ 8 cmの厚さで貼り床されていた。ピットは10個確

認できた。北東 。北西コーナーには方形の浅い土坑が認められた。かまどは北壁中央に位置する
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が、大部分は破壊されており掘方の確認となった。かまど掘方は火床と思われる付近ににほぼ円

形の掘 り込みが見られ、ここを中心に左右均等に配列する3対のピットが確認できた。

遺物は土師器の杯、甕、須恵器の杯、甕、砥石などテンバコ4分の 1箱出上している。図示で

きたのは 5点で、須恵器の不である。 1～ 4は回転糸切りされた平らな底部からやや開き気味に

口縁部へと立ち上がる。 5は底部回転糸切 り後高台張り付けである。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は8C末～ 9C初頭と考えられる。

i導
ミ冬

一饉

爾
|

一∩

縣

∩| ]∞
腱

1層

2層

3層

4層

5覇

6羅

極暗褐色土層  (7.5YR 2/3)
ローム粒、パミス、赤色粒を含む。しまりややあり。

黒 褐色 土層  (10Y R 2/2)
貼り床。ロームプロツクを含む。しまりあり。

黒褐 色土層  (10Y R 2/3)
ローム粒、炭化物を含む。

1ま 褐色 上層  (10Y R 3/3)
ローム主体。黒褐色上を含む。

赤 褐色 土覇  (5YR4/6)
焼土層。

暗褐色 土層  (10Y R 3/3)
ロームと焼上を含む。

9   61♀ fttT   2讐

魃  |
K 調I  K'議 |

錢
第39図  H34号住居址実測図
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第40図 H34号住居址出土遺物実測図

H35号住居址

遺構は湯川によって形成された段丘面南端のD一 け-4グ リットに位置 し、H34、 H36を切る。

床面までの覆土は単層でローム、炭化物を含む、ややしまりのある暗褐色土である。規模は南北

6.12m、 東西4.92m、 深さ0。 14m(床面)を測り、平面形はやや隅の丸い方形である。壁は浅く

南東コーナー付近に張り出し部が存在 した。床面は堅くしまつており、住居の中央付近に焼土の

散布が見られた。床面上からピットの確認はできなかったが、床面に 3個の扁平な石 (安 山岩)

番号 器  種 器 形 口径 cnl 底径 cnl 器高 all 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 杯 内外面 ロクロナデ
底部 回転糸切り

良好 10YR6/1
褐灰色

火だすき

須恵器 杯 内外面 ロクロナデ
底部 回転糸切り

良好 Ａ
色

Ｒ６
灰

Ｙ 火だすき

須恵器 不 (13.8)

農鮎Ъ墨系易ぢ
デ 良好 10GY4/1

暗緑灰色
火だすき

4 須恵器 杯 (14.0) 内外面 ロクロナデ
底部 回転糸切り

良好 Ａ
色

Ｙ６
灰

火だすき

5 須恵器 高台付不 底部 回転糸切り後高台張り付け 底部90 良好 ん
色

Ｎ５
灰

第14表 H34号住居址出土遺物観察表

写59 H34号住居址全景 (西から) 写60 H34号住居址かまど
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ローム粒、焼土、炭化物を含む。しまりややあり。

ローム粒、炭化物を多く含む。

ローム粒、炭化物を多く含む。 (2層 <3種 )

ローム粒、炭化物を含む。

炭化物、ロームプロックを含む。しまりなし。

ローム粒、黒色上を含む。ややしまりあり。

ローム粒を含む。しまりあり。

ローム粒、灰、焼上を含む。

焼土曜。しまりなし。

灰、焼土を含む。粘性あり。しまりあり。

ローム粒、灰、焼土を含む。粘性あり。

ロームプロック、炭化物を含む。しまりあり。

ローム粒、ロームプロックを多量に合む。

ローム粒、ロームプロック、炭化物を含む。

ローム粒、ロームプロック、炭化物を含む。

ローム粒、ロームプロックを含む。しまりあり。

ロームプロックを多量に含む。しまりあり。

砂質。ローム粒、黒色土粒を含む。しまりなし。

ローム粒、炭化物を含む。しまりなし。

ローム粒、炭化物を含む。しまりなし。

1展

2羅

3層

4層

5層

6層

7層

8層

9層

10層

H櫂

12層

13層

14種

15層

16櫂

17履

18層

19層

20櫂

極暗褐色土層 (75YR 2/3)
黒 褐色 土履  (loY R 2/2)
黒褐色土層  (:OYR2/2)
暗褐色土層  (10Y R 3/3)
にぶい黄掲色土覇  (loY R 4/3)
黒褐色土層  (10Y R 2/2)
黒褐色 土層  (10Y R 2/3)
にぶい黄褐色土層  (10Y R 4//3)

赤 褐色 土層  (5YR4/8)
暗褐色 土層  (75YR3/3)
黒褐色土層  (10Y R 3/2)
黒掲色土滲  (10Y R 2/3)
にぶい黄掲色土種  (10Y R 4/3)
褐 色 土 層 (10Y R 4/4)

暗 掲色 土層  (10Y R 3/3)
黒褐 色土覇  (10Y R 2/2)
暗褐色 上層  (10Y R 3/4)
褐 色 土 層 (10Y R 4/6)
暗褐色土層  (loY R 3/4)
暗褐色土層  (10Y R 3/3)

第41図  H35号住居址実測図
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が埋め込まれてお り、礎石の役 目を果たしていた可能性が考えられる。かまどは北壁中央に位置

するが大部分は破壊 されてお り掘方の調査 となった。かまどの掘方は、煙道部がやや北壁外に張

り出し、火床 と思われる部分は南北に長 く楕円形に掘 り込まれていた。焼土の堆積は認められな

かった。住居の掘方は全体に20～ 25cm掘 り込まれてお り、地山のロームを多量に含んだ暗褐色土

が埋め込まれていた。床下からは13個のピットが確認できた。

遺物は土師器の杯、甕、須恵器の不、灰釉陶器、蓋、砥石、磨 り石などテンバコに 2箱出土し

ている。出土遺物は 9C末～ 10C、 8C末～ 9Cの 2時期の遺物が認められる。本住居址は 9C

末～10C代 のものと考えられ、 8C末～ 9Cの

遺物は切り合い関係にあるH36の 混入遺物の可

能性が考えられる。 (M31、 32、 33、 34、 35、 39、

40、 41、 44、 45)

また、21は古墳時代の甕で混入遺物 と考えら

れる。

写61 H35号住居址全景 (西から)

聰 5

第42図 H35号住居址出土遺物実測図 (1)
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居第 址出土遺物実測図 (4)

辞 器  種 器 形 口径 cn 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 邦 貧需晨爵晨な層文
良好 7.5YR6/6

橙色
暗文

2 土師器 不 農覇昌姦累窃τ 
内面暗文 良 5YR6/4

灰色
暗文

3 土師器 琢 後票尺ζ品ぢ
デ 良 5YR6/6

橙色

4 土師器 不 懲覇品姦累窃ぢ 内面
黒
争
処理 良 5YR7/6

橙色

5 土師器 不 懲配品姦累窃τ 内面黒
色処理 良 5YR7/6

橙色

6 土師器 不 外面 ロクロナデ 内面 黒色処理
底部 ヘラ削り

良 5YR6/4
橙色

7 土師器 杯 懲豪
r琶

醒藻簸喬内面黒色処理 良 7.5YR5/4
鈍い褐色

8 土師器 杯 外面 ロクロナデ 内面 黒色処理
底部 回転糸切り

良 5YR7/4
鈍い橙色

9 土師器 沐 襟配昌姦累窃τ
良好 7.5YR6/8

橙色

土師器 不 農覇尺多品ぢ
デ 良 7.5YR7/4

鈍い橙色

土師器 椀 襟覇昌轟累窃;後豊響訃 良好 5YR5/8
明赤褐色

土師器 椀 農覇喬最繁研ら
ミ
督暮張り付け痕

良 “
色螂嘲

土師器 椀 農爺隕 獲醤暮張り付け 良好 10YR6/4
鈍い黄橙色

土師器 椀 農覇喬象繁務り鶴
`ξ

ttζぢ1寺キjド 良好 7.5YR7/4
鈍い橙色

土師器 椀 発書里雹逸超り後高台張り付け 良好 7.5YR7/6
橙色

土師器 椀 底部 回転糸切り後高台張り付け 良 7.5YR7/6
橙色

土師器 椀 農覇喬象繁‰後高台張り付け 良 7.ぶ
悩色

土師器 椀 底部 回転糸切り後高台張り付け 良好 7.5YR8/6
浅黄橙色

土師器 椀 農罰喬象繁‰後高台張り付け
良 7.5YR7/6

橙色

土師器 椀 底部 回転糸切り 高台張り付け痕 良 5YR7/6
橙色

土師器 甕 (21.6) 禽吾粂7響
り 口縁20 良好 7.5YR7/4

鈍い橙色

須恵器 不 農爺に最後易ぢ
デ 良好 10YR7/2

鈍い黄橙色

第15表  H35号住居址出土遺物観察表 (1)
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番号 器  種 器 形 []6cm 底径m 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

須恵器 邦 内外面 ロクロナデ
底部 回転糸切り

良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

須恵器 杯 農爺Ъ轟ゑ易ぢ
デ 良好 5Y7/2

灰白色

須恵器 不 農爺鴨墨系易す
デ 良好 2.5Y5/1

オリープ灰

須恵器 杯 農爺Ъ轟系易ぢ
デ 良好 ん

色
Ｎ５
灰

須恵器 不 農爺鴨轟系易ぢ
デ 良好 10BG5/1

青灰色

須恵器 杯 農爺Ъ最ゑ易ぢ
デ 良好 5Y5/1

灰色

須恵器 杯 農爺鴨墨素易ぢ
デ 良好 2.5Y6/1

黄灰色

須恵器 邦 内外面 ロクロナデ 良好 7.5Y6/1
灰色

須恵器 杯 農嫌L黒系易ぢ
デ 良 Nl.5/0

黒色

須恵器 琢 底部 回転糸切 り 良 5Y4/1
灰色

須恵器 杯 濃鰍Ъ最ゑ易ぢ
デ 良好 5Y6/1

灰色

須恵器 邦 底部 回転糸切 り 良好 2.5Y6/1
黄灰色

火だすき

須恵器 琢 底部 回転糸切 り 良好 ん
色

Ｎ４
灰

火だすき

須恵器 杯 農爺鴨墨ゑ易す
デ 良好 10Y6/1

灰色

須恵器 不 (12.0) 内外面 ロクロナデ
底部 回転糸切 り

良好 2.5GY6/1
オリープ灰

須恵器 杯 農爺Ъ轟系易ぢ
デ 良好 2.5Y5/1

黄灰色
火だすき

須恵器 杯 農爺‰墨ゑ易ぢ
デ 良 7.5YR7/4

鈍い橙色
火だすき

須恵器 郎 底部 回転糸切 り 良 7.5YR6/1
灰色

火だすき

須恵器 高台付杯 底部 回転糸切り後高台張り付け 良好 N5/0
灰色

須恵器 高台付郊 底部 回転糸切 り後高台張 り付け 良好 10YR6/1
褐灰色

須恵器 高台付杯 (11.6) (2.2) 底部 回転糸切り後高台張り付け 良好 10GY5/1
緑灰色

須恵器 蓋 ロクロナデ つまみ張り付け 良好 7.5Y7/1
灰白色

須恵器 蓋 ロクロナデ つまみ張り付け 良好 ん
色

Ｎ５
灰

灰釉陶器 皿 底部 回転糸切 り後高台張 り付け 良好 N8/0
灰白色

灰釉付着

須恵器 士霊 ロクロナデ 良好 N7/0
白灰色 暮讐釉

須恵器 昏ッ膀 切り 良好 N3/0
暗灰色

自然釉
付着

灰Fdl陶器 甕 ロクロナデ 破片 良好 5GY7/1
明オリープ灰

灰釉付着

灰釉陶器 甕 ロクロナデ 破片 良好 N7/0
白灰色

灰釉付着

第16表  H35号住居址出土遺物観察表 (2)
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H36号住居址

遺構は湯川によつて形成された段丘面の南D― く-3グ リットに位置し、H35に切られ、H37

を切る。床面までの覆土はかまどの覆土を除き 2層 で、1層 はローム粒、粘土粒を含む黒褐色土、

2層 は壁際に堆積 したロームブロックを含む黒褐色上である。規模は南北4.24m、 東西4.48m、

深さ0。 16m(床 面)を測り、平面形はやや隅丸の方形である。壁はやや外傾し立ち上がる。床面

は堅く踏み固められた状態で、ピットは 2個認められた。主柱穴と思われる。かまどは北壁のほ

ぼ中央に位置する。袖は北壁から住居内に約70cm入 り込み、粘土 。ロームを含んだ暗褐色土で構

澳

頷

一Ｑ

QI

』爾

01

Ｍ
Ａ
一

一鐵

鐵
|

鐵
|

Ｆ
一Ｇ
一■

櫂

　

　

櫂

5層Ｉ
一

Ｆ
一

Ｆ
一 4

絋

黒褐色土層  (loY R 2/2)
ローム粒、ロームプロック、

粘土粒を含む。

黒掲色土層  (10Y R 2/3)
ローム粒、ロームプロックを含む。

(1櫂 <2櫂 )

黒褐色土層  (10Y R 2/3)
ローム粒、粘土粒、焼上、炭化物を含む。

黒褐色土櫂  (10Y R 2/3)
ローム粒、ロームプロックを多く含む。

しまりなし。

黒褐色土層  (loY R 2/3)
ローム粒、粘土、焼上、炭化1カ を含む。

第46図 H36号住居址実測図
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築されていた。住居の掘方は全体に8～ 30cmの厚さで掘り込まれており、ローム粒、粘土、焼土、

炭化物を含む黒褐色土が埋め込まれていた。遺物は土師器の不、甕、須恵器の杯、甕、砥石、磨

り石などテンバコに 3分の 2箱出土している。図示できたのは 5点である。 1～ 4は、須恵器の

杯で回転糸切 りされた底部から立ち上がり口縁部に至る。 5は土師器の甕で、土器の最大径が口

縁部にあり、やや小ぶりの底部から立ち上がり、肩部付近に体部の最大径がくる。本住居址は出

土遺物の特徴から8C末～9C初頭と考えられる。

第47図 H36号住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 口径 all 底径 cll 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 不 農爺Ъ黒系易ぢ
デ
 禽悪層隻

処理 良好 Ｍ艶
2 須恵器 杯 農爺Ъ墨系易ぢ

デ 良好 Ｙ５／‐廂
火だすき

3 須恵器 坪 農爺Ъ墨系易ぢ
デ 良 N4/0

灰色
火だすき

4 須恵器 杯 (5.6) 農禍墨素易ぢ
デ 良好 10BG4/1

暗青灰色

土師器 甕 昇醤太ζ肖1り
良好 2.5YR5/6

明赤褐色

第17表 H36号住居址出土遺物観察表

写62 H36号住居址全景 H36号遺物



H37号住居址

遺構は湯川によつて形成された段丘面の南D一 く-3グ リットに位置し、H36に切られる。床

面までの覆土はかまどの覆土を除き4層確認でき、ローム粒、粘土粒、炭化物を含む黒褐色上で

ある。規模は南北 4.84、 東西4.80m、 深さ0.29m(床 面)を測り、平面形はやや隅丸の方形で

ある。壁は垂直気味に立ち上がり、堅く安定している。床はかまど付近を除き、4～ 6 cmの厚さ

一ｍ

ヽ
　

」螢

』鐵

鐵
|

一〇

01

』̈

臨
|

掠

沐

櫂

櫂

櫂

櫂

櫂

黒褐色土曜  (10Y R 2/3)
ローム粒、粘土、炭化物を含む。

黒褐色土層  (10Y R 2/3)
ローム粒、炭化物、ロームプロックを多く含む。

黒褐色土層  (loY R 2/2)
ローム粒、炭化物を含む。

黒褐色土層  (10Y R 2/3)
ローム粒、炭化物、ロームプロックを含む。

暗褐色土層  (loY R 3/4)
粘上層。焼上、炭化物を含む。

暗褐色土曜  (10Y R 3/3)
ローム粒、ロームプロックを含む。

黒掲色土曜  (10Y R 2/3)
ローム粒、ロームプロックを少量含む。

褐 色 土 櫂 (10Y R 4/4)
ローム粒、ロームプロックを多重に含む。

黒掲色土層  (10Y R 2/3)
柱痕。ローム粒、ロームプロックを含む。粘性あり。

暗褐色土橿  (IoY R 3/4)
ローム粒、ロームプロックを多く含む。粘性あり。

暗掲色土層  (loY R 3/3)
.ロ

ーム粒、ロームプロックを含むc

褐 色 土 層 (10Y R 4/6)
ローム主体。褐色土を含む。

にぶい黄掲色土層  (10Y R 4ノ /3)
ローム粒、ロームプロックを多く含む。

6羅

7櫂

8層

9層

10層

H層

12櫂

:3櫂

第48図 H37号住居址実測図
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Pl～ P6が主柱穴と考えられる。 これ らの (7)コ

で貼 り床 されている。 ピットは11個確認でき

ピットには、添え柱らしき小ピットが付属す

る。かまどは北壁の中央に位置する。袖は北

壁から内側に約60cm入 り込み、粘± 0焼土を

含む暗褐色土で構築されていた。先端に石が

埋め込まれており、その南側には炊き口部の

天丼石と思われる長方形の扁平な石が横たわ

っていた。火床はほぼ円形に掘 り込まれ、焼

土が堆積し、軽石製の面取りされた支脚が確

認できた。煙道は火床から緩やかに立ち上が

И層 暗褐 色 土層  (10Y R 3/4)
粘土層。焼土を多く含む。

15層  にぶ0噴褐色土曇 〈10Y R 4/3)
ローム主体。

16層 暗 褐色 土層  (10Y R 3/3)
焼土、炭化物を多量に含む。

17層 暗褐 色土層  (10Y R 3/4)
ローム粒、ロームプロック、

焼土を含む。

18層 褐 色 土 層  (75YR 4/4)
焼土、粘土を多量に含む。

K:  19層
暗褐色土層 (10Y R 3/4)

ローム粒をわずかに含む。

20層 暗褐 色 土層  (10Y R 3/3)
ローム粒、焼土、炭化物を含む。

I     r

li,,,),,り

'ウ

タ,′
;9

J            J'

角
Ｊ
到
「

ｏ
ｊ

K
り、北壁の外側50cmの地点に立ち上がる。住 ~

居の掘方は部分的に掘り込まれ、ロームを多  趙

量に含む褐色土が埋め込まれていた。遺物は  第49図  H37号住居址かまど実測図

土師器の杯、甕、須恵器の甕などテンバコに 3分の 1箱出土している。 1は土師器甕の底部、3

は須恵器の不で、平らにヘラ削りされた大きめの底部からやや開き気味に立ち上がり口縁部へと

至る。 2は須恵器の甕で外面にたたきを施す。本住居址は8C中頃と考えられる。

写65 H37号住居址全景 (西から)

ノフ
写66 H37号住居址かまど

′

′

′

′
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‐
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２
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番号 器  種 器 形 lf 6cm 底径 cln 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

l 土師器 甕 底部 。外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

底部50 良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

2 須恵器 甕 外面 Π「 き の部
部

体

一

良好 10YR5/2
灰黄褐色

3 須恵器 杯 内面 ロクロナデ
底部 回転糸切 り

良好 7 Ａ
色

Ｒ５
灰

Ｙ 火だすき

第18表  H37号住居址出土遺物観察表

写67 H37号 住居址掘方             写68 H37号 住居址かまど掘万

H38号住居址

遺構は湯川によつて形成 された段丘面上 B― こ-9グ リットに位置 し、H40を切る。床面まで

の覆土はかまどの覆土を除き 2層 でローム粒、炭化物を含む黒褐色土である。規模は南北5。 36m、

東西5.08m、 深 さ0.35m(床 面)を測 り、平面形は隅丸方形を呈する。南壁中央付近には張 り出

し部を持つ。壁はやや外傾気味に立ち上がり、壁面は堅く安定している。床はかまど付近を除き

10～ 14cmの厚 さで貼 り床されている。 ピットは 5個確認でき、Pl～ P4が主柱穴である。かま

どは北壁中央に位置する。袖は北壁から住居内に約70cm入 り込み、芯材に石を利用 し、これに炭

化物、ロームを含む褐色土及び粘土を覆い構築されていた。火床は南北に長い楕円形状に掘 り込

まれ、焼土が堆積 し、軽石製の支脚が残存 していた。煙道は火床から緩やかに立ち上が り、北壁

の外側40cmに 立ち上がる。住居の掘方は全体に20cm内外堀 り込まれ、ロームブロック、炭化物を

含む黒褐色土が埋め込まれていた。また

掘方からは多くのピットが確認できた。

特に主柱穴付近は 2～ 3個の柱穴らしき

ピットが切 り合ってお り、本住居址は数

回の建て替えが行われたものと予測でき

た。遺物は土師器の不、高杯、甕、須恵

器などテンバコ 1箱出土している。図示

できたのはH点である。 102は 土師器

の杯で丸底の底部にヘラ削 りを施す。 3

写68 H37号 住居址かまど掘方

H38号住居址全景 (南から)



一餞一餞

国
|

l層

2層

3層

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/2)
ローム粒、炭化物を含む。

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/3)
ローム粒、炭化物、焼上、粘土塊を含

む。

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/2)
ローム粒、炭化物、焼土、粘上、粘土

プロックを含む。

極暗赤褐色土層  (25Y R2/3)
焼土を多 く含み炭化物も含む。

赤 褐 色 土 層  (25Y R 4/6)
焼土を多 く含み炭化物も含む。

褐 灰 色 土 層  (75Y R 6/1)
灰層。炭化物を多く含む。

黒 掲 色 土 層  (10Y R 2/2)
貼 り床。ローム粒、ロームプロック

を含む。 しまりあり。

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/2)
ローム粒を含む。ロームプロック

7く 8し まりあり。

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/2)
柱痕。炭化物、ロームプロックを含む。

しまりややあり。

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/2)
ローム多置に含む。 しまりあり。

黒 掲 色 土 層  (10Y R 2/2)
ローム粒含む。しまりなし。

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/3)
ローム粒、ロームプロックを多く含む。

しまりあり。

暗 褐 色 土 曜  (10Y R 3/3)
ローム粒、ロームプtlッ ク多置に含む。

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/3)
灰、焼土、炭化物を含む。粘性あり。

黒 褐 色 土 鴫  (10Y R 2/2)
ロームプロック含む。粘性あり。

暗 褐 色 土 層  (10Y R 3/3)
焼土、炭化物、ロームプロックを含む。

粘性あり。

にぶい橙色上層  (75Y R 7/3)
4L土 層。黒色土粒含む。

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/3)
炭化物、焼土を含む。

褐 色 土 層 (10Y R 4/6)
ローム主体。黒褐色土を含む。 しまり

あり。

第51図 H38号住居址実測図
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～ 7は土師器甕の口縁で 3～ 6は 口縁の

形態が「く」の字を呈 し、 7は 口縁の形

態が緩やかな 「く」の字状を呈する。 8

～ 10は甕の底部である。 11は高杯の脚部

と思われ、背面にヘラ削 りを施す。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は

7C中頃のものと考えられる。

第52図  H38号住居址かまど実測図

薦、
第53図  H38号住居址出土遺物実測図
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番号 器  種 器  形 Di4cm 底径 cln 器高 cn 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 (11.7) 丸底 底部周辺 ヘラ削り 良好 7 5YR6/4
鈍い橙色

土師器 不 丸底 外面 口縁 ミガキ 内面 ミガキ
底部 ヘラ削り

良好 7 5YR6/4
鈍い橙色

土師器 甕 (17.8) □縁 横ナデ 外面 ヘラ削 り 口縁35 良好 5YR4/2
灰褐色

土師器 甕 (19.4) 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

口縁25 良好 7.5YR8/4
浅黄橙色

5 L自市器 甕 (206) □縁外面
□縁内面

デ
キ

ナ
ガ

横

ミ
口縁35 良好 7.5YR7/6

橙色

上師器 甕 (244) 口縁 横ナデ 口縁25 良 5YR6/6
橙色

7 土師器 甕 (276) 内外面 ミガキ □縁25 良好 5YR7/4
鈍い橙色

土師器 甕 丸底 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

底部50 良 5YR5/4
鈍い赤褐色

土師器 甕 ｈ
‘
ア

削

ナ

ラ

ラ

ヘ

ヘ

面
面

外
内

体部の
一部

良 2.5YR2/2
極暗赤褐色

土師器 甕 丸底 底部50 良 5YR5/4
鈍い赤褐色

土師器 高不 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

脚部35 良好 5YR6/8
橙色

第 19表  H38号住居址出土遺物観察表

H39号住居址

遺構は湯川によつて形成 された段丘面上 B一 か-10グ リットに位置 し、M5に 切 られる。床面

までの覆土はかまどの覆土を除き単層で、ローム粒、赤色粒を含む、やや しま りのある黒褐色土

である。規模は南北4.56m、 東西4.52m、 深 さ0.30m(床面)を測 り、平面形は隅丸方形である。

壁はやや外傾気味に立ち上がり、壁面は堅く安定 している。床面はやや凹凸のあるもののほぼ平

坦で堅 くしまっている。 ピットは 5個確認でき、 Pl～ P3が主柱穴である。 P405は 南壁際

に位置することから、出入 り口に関係するピットと考えられる。かまどは北壁の中央に位置 し、

西側の一部はM5に よって破壊 されている。袖は粘土を多用 して構築され、北壁から内側に約40

cm入 り込んでいた。かまどの覆土には大量の粘土が認められたため、天丼部の崩落 したものと考

えられた。煙道は火床から緩やかに立ち上が り、北壁の外側 約 lmに 立ち上がる。かまどの掘

方では、火床の中心付近に支脚を埋めたと思われるピットが確認できた。住居の掘方は15～ 20cm

写70 H38号住居址かまど (南から) 写71 H38号 住居址掘方
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⑤
【
Ｑ

1層

2橿

3橿

4層

5罹

6層

7層

8層

9罹

黒褐色 土層  (loY R 2/2)
ローム粒、赤色粒を含む。しまりややあり。

灰黄掲色土層  (loY R 4/2)
粘土、黒色上を含む。

暗褐色土 屠  (loY R 3/4)
粘土層。石5～ 10cmを 含む。

にぶい黄褐色土層  (loY R 4//3)
粘上を多く含む:

褐 色 土 層 (loY R 4/4)
ローム粒、パミスを含む。

褐 色 土 層 (7.5YR4/3)
粘土職。赤色粒、黒褐色土を含む。

掲 色 土 瑠 (75YR 4/3)
粘土層。しまりあり。

黒褐色土 層  (loY R 2/2)
炭化物、粘上を含む。

褐 色 土 層 (7.5YR4/3)
粘土層。黒褐色上を含む。しまりあり。

灰褐色 土 展  (7.5YR4/2)
粘土層。黒褐色土を含む。しまりあり。

灰 白色 土 橿  (2.5YR7/1)
粘土層。黒掲色土を含む。 (12層 <H層 )

灰 白色 土 層  (2.5YR7/1)
粘土機。黒褐色土を含む。

灰 白色 土 橿  (2.5YR7/1)
粘土曜。黒掲色上、パミスを含む。

黒掲色 土層  (loY R 2/2)
粘上、焼上を含む。

10層

‖層

層

　

　

層

:4層

第54図 H39号住居址実浪1図
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掘り込まれており、粘土を多量に含む灰黄褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯、甕、須恵器の杯、甕、横瓶、磨り石などテンバコ3分の 1箱出土している。

図示できたのは11点 である。 102は 土師器の杯でやや丸底気味の底部から緩やかに湾曲しなが

ら立ち上がり、口縁部に至る。 3は須恵器の蓋である上面はヘラ削りされる。 4は土師器の高杯

の杯部と思われる。 5は須恵器の高不の脚部である。 6は土師器の広口壺で外面にヘラ削りを施

す。 7は土師器の小型の甕である。 8は土師器の甕、 9は須恵器の甕の底部、10は 土師器の甕の

底部である。11は横瓶で外面に釉の付着が認められる。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は 7C中 頃と考えられる。

＼
＼__燎郵

写72 H39号住居址全景 (南から) 写73 H39号 住居址かまど

第55図  H39号住居址出土遺物実測図
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写74 H39号 住居址遺物出土状況 写75 H39号 住居址全景 (遺物なし)

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

l 土師器 外 丸底 良 5YR6/4
鈍い橙色

土師器 不 丸底 底部・外面 ヘラ削り
内面 黒色処理

良 7.5YR7/6
橙色

須恵器 蓋 上面 ヘラ削り 良好 10YR4/1
褐灰色

土師器 高不 内面 黒色処理 邦部25 良好 2.5YR8/4
浅黄橙色

5 須恵器 高杯 内外面 ロクロナデ 脚部30 良好 2.5YR6/2
灰黄色

土師器 甕 丸底 口縁 横ナデ 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

良好 2.5YR5/4
鈍い赤褐色

土師器 小型甕 (13.0) ｈ
４
ア

削

ナ

ヘ

ヘ

面
面

外
内

口縁25 良好 10YR6/6
赤褐色

土師器 甕 内面 ヘラナデ 口縁50 良 5YR7/4
鈍い橙色

須恵器 甕 外面 日日き 底部50 良好 N3/0
暗灰色

土師器 甕 丸底 外面 ヘラ削り
内面 ミガキ

底部 100 良 10R4/3
赤褐色

須恵器 横瓶 丸底 側面 ヘラ削り 良好 ん
色

Ｎ６
灰

自然釉
付着

第20表 H39号住居址出土遺物観察表

写76 H39号 住居址掘方 写77 H39号 住居址かまど (南東から)

-63-



H40号住居址

遺構は湯川によって形成された段丘面上D

一こ-1グ リットに位置し、H38に切られる。

遺構の掘り込みは大半が失われており、掘方

の調査となった。調査規模は、南北4.00m、

東西2.56m、 深さ0.14mで 、平面形は隅丸方

形と思われる。ピットは 1個確認できたが主

柱穴かは不明である。かまど・炉等は認めら

れなかった。遺物は、本住居址に伴うと断定

できるものは出土していない。

く
|

1層 黒褐色土層  (10Y R 2/2)
掘方。ローム粒、ロームブ

ロックを含む。 しまりあ り。

第56図 H40号住居址実測図

一ｍ

眩
ミ
は
ミ
は
ヽ
Ｒ
Ｋ
ミ

く
|

H41号住居址

遺構は湯川によって形成された段

丘面上B一 け-10グ リットに位置し

H43、 H44に切られる。床面までの

覆土はかまどの覆土を除き4層確認

でき、 1層が大半を占める。土質は

ロームブロックを含む、しまりのあ

る黒褐色土である。規模は、南北4.

60m、 東西4.50m、 深さ0。 29m(床

面)を測り、平面形はやや隅丸の方形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁面は堅く安定し

ている。床面はしまりがあり、ピット5個及び北東コーナー付近に土坑が 1基認められた。この

うちPl～ P4は主柱穴であり、柱痕も確認できた。壁際には、幅15cm内外の周溝が巡つている。

かまどは北壁の中央に位置 し、残存状況は比較的良好である。袖は北壁から内側に約50cm入 り込

み、大半は粘土を使用し構築されていた。また、焚き口部と思われる袖の先端部には石材が埋め

込まれており、袖間には天丼石と思われる長方形の石が中心部から折れ崩落していた。両袖に挟

まれた火床には、多量の焼土が堆積していた。煙道は火床から立ち上がり、北壁の外側40cmに 立

ち上がる。住居址の掘方は20cm内外掘 り込まれており、ロームブロックを多量に含んだ黒褐色土

が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯、甕などテンバコ2分の 1箱 出土している。図示できたのはH点である。

1～ 7は土師器の不で、丸底の底部にヘラ削り、内面ミガキを施し、体部中央付近に明瞭な稜を

持つ。 8～ 10は土師器の甕で、外面ヘラ削り、内面ヘラナデを施す。11は 土師器の甕の口縁で、

写78 H41号 住居址周辺状況
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内外面にミガキを施す。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は6C後半と考えられる。

黒 褐 色 土 層  (loY R 2/2)
ローム粒、ロームプロックを含む。 しまりあり。

黒 褐 色 土 屠  (loY R 2/2)
ローム粒を含む。 (1層 く 2層 )

黒 褐 色 土 層  (loY R 2/3)

暗褐色土層 〈loY R 3/3)
ローム主体。黒色上、焼上を含む。

黒 掲 色 土 層  (7.5YR3/1)
ローム粒、炭化物、粘土を含む。

黒 掲 色 土 層  〈loY R 2/2)
ローム粒、ロームプロックを少量含む。 しまりなし。

黒 褐 色 土 層  (loY R 2/3)
ローム粒、ロームプロックを多量に含む。しまりあり。

褐 色 土 層 (loY R 4/6)
ローム及び黒色土により構成。 しまりあり。

黒 褐 色 土 層  (loY R 2/2)
ローム粒、ロームプロックを含む。粘性あり。

暗 掲 色 土 慶  (loY R 3/3)
ローム及び黒色上のまざり。粘性あり。

暗 褐 色 土 層  (loY R 3/4)
粘土主体。ローム土、炭化物、焼土を合む。 しまりあり。

暗 褐 色 土 層  (loY R 3/3)
粘上、焼上、炭化物を含む。

暗赤褐色土層  (5YR3/6)
焼土、炭化物、仄を含む。 しまりなし。

褐 色 土 層 (loY R 4/6)
焼土層。 しまりなし。

黒 褐 色 土 層  (loY R 2/2)
ロームプロックを含む。粘性あ り。

黒 掲 色 土 騒  (75YR 2/2)
焼土。黒色上を含む。

暗 褐 色 土 層  (!oY R3/4)
焼上、黒色土を含む。

黒 掲 色 土 層  (loY R 2/3)
ローム粒を多 く含む。

2層

3層

4層

5層

6層

7層

8種

9層

10層

:l層

12層

13層

14層

15層

16層

17層

18層

瞑 |

Ｄ
一

Ｃ
一

19層 黄褐色土畷  (loY R 5/6)
ローム上しまりあり。

20層 褐 色 土 層 (75Y R4/6)
焼土層。

第57図  H41号住居址実演1図
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写79 H41号 住居址全景 (南 から) 写80 H41号住居址かまど

H41号住居址掘方
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第58図 H41号住居址出土遺物実測図



番号 器  種 器 形 口径 clll 底径 cnl 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 不 魃 異醤姦属状信受
ヘラ削り 良 5YR6/4

鈍い橙色
暗文

2 土師器 杯 丸底
民醤ζ秀キ爆聾L兌通削り 良好 5YR4/1

灰色

3 土師器 椰 魃 呂醤薫雹処墨¥ffTlり 良好 5YR5/2
褐灰色

4 土師器 椰 丸底
民醤て秀キ 

部ヘラ肖1り 良好 5YR7/6
橙色

暗文

5 土師器 杯 魃 昌醤て雰キ 部
ヘラ削り 良好 5YR4/1

灰色
暗文

6 土師器 不 斌 民醤貸ダデ愧危通削り 良好 7.5YR4/2
灰褐色

7 土師器 不

昌醤て秀キ 部
ヘラ削り 良 10YR8/2

灰白色

土師器 甕

衡悪食ζ禦拿 底部90 良 7.5YR5/4
鈍い褐色

土師器 甕

禽悪R3禦,
底部50 良好 7.5YR6/6

橙色

土師器 甕

衡悪R3禦ユ 底部付近
のみ

良 7.5YR4/3
褐色

土師器 甕 内外面 ミガキ 口縁80 良好 7.5YR7/3
鈍い橙色

第21表 H41号住居址出土遺物観察表

H42号住居址

遺構は湯川によって形成された段丘面上の南端

D一 き-4グ リットに位置する。床面までの覆土

は 3層確認でき、 1層 は褐色の田の床土である。

2層 が覆上の大半を占め、ロームブロックを含む

しまりのある黒褐色上である。規模は南北約4。 24

m、 東西4.36m、 深さ0.24m(床 面)を測り、平

面形は隅丸方形を呈する。壁は浅く、やや外傾気

味に立ち上がり、南壁のみ確認できなかった。床

は全体的に貼り床され、床面の直上には多数の石

が散在していた。ピットは主柱穴と思われるもの

が4個確認できた。かまどは北壁中央に位置する

が、完全に破壊されており、火床に僅かな焼土が

認められただけであつた。住居の掘方は、全体に

10～ 15cm掘 り込まれており、ロームプロックを多

く含む褐色土が埋め込まれていた。

遺物は、土師器の杯、高杯、甕などテンバコ1箱出土している。図示できたのは 7点である。

1は土師器の杯でヘラ削りされた丸底の底部からやや内湾しながら立ち上がり、口縁部に至る。

2は高不または杯と思われ、底部周辺にヘラ削りを施す。 3は脚部が短く外部が内椀気味に立ち

上がる。 5～ 7は土師器の甕である。 5は口辺部が短く、口縁の形態は「く」の字を呈し、外面に

写82 H42号住居址全景 (東から)

写83 H42号住居址遺物出土状況
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ヘラ削り、内面にヘラナデを施す。 7は土師器甕の底部である。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は7C後半と考えられる。

レ%

クラ〕

域

０

な

ミ

区

角
Л
諷
「
ょ

l層 褐 色 土 層  (7.5YR 4/6)

2層 黒褐色土層  (10Y R 2/3)

3櫂  暗褐色土層  (10Y R 3/3)

4層 暗褐色土曜  (10Y R 3/3)

5櫂  黒褐色土曜  (10Y R 2/3)

6橿 掲 色 土 層  (10Y R 4/6)

7層  黒褐色土層  (10Y R 2/2)

第59図  H42号住居址実測図

しまりあり。

ロームプロック 1ヽ 2 cmを 含む。しまりあり。

ローム粒、炭化物、焼土を含む。

焼土を多く含む。しまりあり。

lllり 床。黒褐色土のまざり。しまりあり。

ロームプロック 1～ 2 cmを 多く含むcし まりあり。

柱痕。ローム粒をわずかに含む。しまりなしっ
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第60図 H42号住居址出土遺物実測図

醍 器  種 器 形 口径 clll 底径 clll 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 魃 外面 ヘラ削り 良好 5YR6/6
橙色

土師器 高杯 外面 ヘラ削り 杯部80 良好 2.5YR6/6
橙色

土師器 高椰 簡獣舞悪や昇禦り脚覇調誤 うダ事 良好 ■5瑶色
土師器 高坪 螺輔衡覇食ζ禦ユ

良好 7.5YR7/3
鈍い橙色

土師器 甕 昌醤貸すFデ 
面ヘラ削り 良好 10YR5/3

鈍い黄褐色

土師器 甕 口縁 横ナデ 外面 ヘラ削り 口縁35 良好 7.5YR5/6
明褐色

土師器 甕 外面 ヘラ削り 底部50 良
躙 名

第22表 H42号住居址出土遺物観察表

写84 H42号住居址かまど掘方 写85 H42号住居址掘方 (東から)



H43号住居址

遺構は湯川によって形成された段丘面上B一 け-10グ リットに位置し、H41、 D9を切る。床

面までの覆土はかまどの覆土を除き 2層 で、ともにローム粒、炭化物を含む黒褐色土である。規

模は南北3.68m、 東西3.64m、 深さ0.32m(床面)を測り、平面形は隅丸方形である。壁はやや

外傾気味に立ち上がり、壁面は堅く安定している。床はやや堅くほぼ平坦である。ピットは確認

できなかったが、北壁から西壁にかけて幅13cm内外の周溝が認められた。かまどは東壁のほぼ中

央に位置し、扁平な石を組み合わせて構築されている。火床付近には多量の焼土が堆積していた。

住居の掘方は8～ 1 5cm掘 り込まれており、ロームブロックを含む黒褐色土が埋め込まれ堅くしま

っていた。

遺物は土師器の杯、甕、須恵器の杯、甕などテンバコ3分の 1箱出土している。図示できたの

は6点である。1は土師器の不、2は須恵器の杯である。3は須恵器の蓋で短頸壺の蓋と思われ、

やや小型の深みのある形状を示す。 4は土師器の小型ロクロ甕で体部下半にヘラ肖1り を施す。 5

06は須恵器壺の頸部で外面に自然釉が付着する。このうち2.4は混入遺物である。

本住居址は8C前半のものと考えられる。

黒褐色土層  (10Y R 2/2)
ローム粒、炭化物を含む。

黒褐色土層  (10Y R 2/3)
ローム粒、炭化物を含む。

黒褐色土層  (10YR 2/2)
ローム粒、ロームプロックを含む。

黒褐色土層  (loY R 2/2)
焼土層。炭化物を含む。

暗赤褐色土櫂  (5YR3/4)
焼土層。しまりなし。

黒褐色土覇  (loY R 2/3)
焼土、炭化物を含む:

A'
4  16 ~

681.21Xhll

9 (1:80)2絆

1層

2層

3櫂

4種

5種

6層

第61図 H43号住居址実測図
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写86 H43号住居址全景 (西から) (西か ら)

熙 :

第62図 H43号住居址出土遺物実測図

H43号住居址かまど

写88 H43号住居址掘方 (北から)

＼▲ ＼を

番号 器  種 器 形 口径m 底径 cn 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 椰 農覇喬象紫弱り 良好 5YR6/4
鈍い橙色

須恵器 杯 農爺Ъ曇素局す覆ヘラ肖1り 良 10R5/6
赤色

須恵器 蓋 五[1[鶴糊
ナ 良好 25鶏

色自然釉

土師器 輔輔甕 (14.0) 外面体部下半 ヘラ削り 良好 5YR6/6
橙色

須恵器 長頸壺 ロクロナデ 頸部のみ 良好 7.5Y4/1
灰色

自然釉

須恵器 長頸壺 ロクロナデ 頸部のみ 良好 7.5Y4/1
灰色

自然釉

第23表 H43号住居址出土遺物観察表
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H44号住居址

遺構は湯川によって形成された段丘面上のD

一く-1グ リットに位置し、H41を 切る。床面

までの覆土は、かまどの覆土を除き4層確認で

きた。このうち 1層が大半を占め、ローム粒、

炭化物を含む黒褐色土である。規模は南北3.64

m、 東西3。 76m、 深さ0.25m(床面)を測り、

平面形は隅丸方形である。壁はやや外傾気味に

立ち上がる。床はかまど付近を除き4～ 8 cmの

厚さで、貼り床され堅くしまっている。ビット

は10個確認でき、Pl～ P4が主柱穴と思われ

る。またP3にはP6、 P4にはP7が隣接し

ており、添柱の役目を果たしていたものと考え

られる。また南東コーナー付近に円形の土坑が

認められた。かまどは北壁の中央に位置するが

大半は破壊されている。付近には構築時に使用

されたと思われる石材が散在し、煙道の立ち上

がり部分に焼土が僅かに認められた。住居の掘

方は床から5～ 10cm堀 り込まれており、ローム

を主体とし、黒褐色ブロックを含む、にぶい黄

褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の甕、須恵器の杯、甕、砥石な

どテンバコ 5分の 1箱出土している。図示でき

たのは 5点である。 102は 須恵器の高台付杯

で、深みのある形状を示 し、張 り付けされた高

台付近から直線気味に立ち上が り、口縁部に至

る。 3は須恵器の蓋で外面にヘラ削 りを施す。

4は須恵器の壺の底部及び体部下半であり、外

面に自然釉が付着する。 5は土師器の甕の口縁で、

にヘラ削 りを施す。

写89 H44号 住居址全景 (南から)

写91 H44号住居址掘方 (南東から)

口縁の形態がやや 「コ」の字状を呈 し、外面

これら出土遺物の特徴から、本住居址は8C後半～ 9C初頭のものと考えられる。

写90 H44号住居址かまど (南から)
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一

角
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Ｊ

l層

2層

3唇

4層

5層

6層

7層

8層

9層

10層

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/2)

黒 掲 色 土 層  (loY R 2/3)

黒 掲 色 土 層  (10Y R 2/3)

暗 掲 色 土 層  (10Y R 3/3)

黒 褐 色 土 層  (10Y R 2/2)

黒 褐 色 土 層  (loY R 2/3)

にぶい黄褐色土種  (loY R 4//3)

褐 色 土 層 (75Y R4/6)

暗 褐 色 土 層  (10Y R 3/4)

黒 褐 色 土 昼  (loY R 3/2)

ローム粒、炭化物を含む。粘性あり。

ローム粒、炭化物を含む。粘性あり。

ローム粒、炭化物、ロームプロックを含む。粘性あり。

ローム粒、ロームプロックを含む。粘性あり。

ローム粒、炭化物を含む。

ローム粒、炭化物、ロームプロックを多く含む。

ローム主体。黒褐色土プロックを含む。

焼土層。

ローム粒、炭化物、焼上を含む。しまりなし。

ローム粒、灰、炭化物、焼土を含む。

第63図  H44号住居址実浪1図

3

第64図 H44号住居址出土遺物実測図
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番号 器  種 器 形 ni&cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 高台付邦 底部 回転糸切 り後ヘラ削り
高台張り付け

良好 7.5YR5/1
灰色

火だすき

2 須恵器 高台付不 (16.5)

昏馨繹 り後ヘラ削り 良好 2.5GY4/1
暗オリープ灰

3 須恵器 蓋

ヱ蕎奪鶴物ナ 良好 2.5GY7/1
明オリープ灰

火だすき

4 須恵器 体部 ロクロナデ
底部 高台張 り付け

良好 N5/0
灰色

自然釉

5 土師器 甕 (21.0) デ
詢
則

ナ
ラ

横

ヘ

縁
部

口
体

口縁25 良好 5YR3/3
暗赤褐色

第24表 H44号住居址出土遺物観察表

H45号住居址

1疇 黒褐 色 土層  (loY R 2/2)
ローム粒、炭化物を含む。

2層 黒 褐色 土層  (loY R 2/2)
ローム粒、炭化物、焼土を含む。

3層 暗掲 色 土層  (loY R 3/3)
ローム粒、ロームプロックを含む。

4層  暗褐色 土 層  (loY R 3/3)
ローム粒、コームプロック、炭化物、焼上を含む。

5層  にぶい黄褐色土層 (loY R 4/3)
FIIり 床。ローム粒、ローム小プロックを多く含む。

6層 黒 褐色 土 層  (loY R 2/3)
柱痕。ローム粒を含む。しまりなし。

7層 暗掲色 土層  (loY R 3/3)
ローム粒、ロームプロックを多量に含む。

8層  暗褐色 土 層  (loY R 3/4)
ローム粒、ロームプロックを多量に含む。

9層  にぶυ演褐色土層 (loY R 4/3)
ローム主体。黒褐色土を多量に含む。

10騒 黒 掲色 土 層  (loY R 3/2)
ローム粒、炭化物、焼上を含む。

H層 褐 色 上 層 (loY R 4/4)
砂質。しまりなし。

12層 暗 褐色 土 櫂  (loY R 3/3)
ローム粒、焼土、炭化物を含む。

13櫂 赤 褐色 土層  (5YR4/8)
焼土層。しまりなし。

14層  褐 色 土 層  (loY R 4/4)
砂質。黒褐色土を含む。しまりなし。

15種  にぶい黄掲色土層  (loY R 5/3)
粘土層。焼土プロックを含む。

:6層  にぶい黄褐色土層 (10Y R 4/3)
焼土、黒褐色上を含む。

17層  暗 褐色 土 層  (loY R 3/3)
焼土粒、粘土粒を含む。

Ａ
一

Ａ
一

一〇

01

=翅

鑢
| ♂

一

第65図 H45号住居址実測図
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遺構は湯川によって形成された段丘面上D一 こ-4グ リットに位置し、H33、 H34に 切られる。

床面までの覆土は4層確認できた。このうち 2層が大半を占め、ローム粒、炭化物、焼土を含む

黒褐色土である。規模は南北3.62m、 東西4。 18m、 深さ0,36m(床面)を測り、平面形はやや東

西に長い方形である。壁はほぼ垂直に立ち上がり壁面は堅く安定している。床は南側の一部に貼

り床が認められた。ビットは 5個確認でき、P10P2が 主柱穴と思われる。かまどは北壁のほ

ぼ中央に位置する。袖は東袖のみ一部残存し、北壁から住居内に約30cm入 り込み、粘土、暗褐色

土で構築されていた。火床は南北に長い楕円形に掘り込まれ、焼土が堆積していた。住居の掘方

は15cm～ 20cm堀 り込まれローム粒、ロームブロックを含む暗褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の甕を中心にテンバコ3分の 1箱出上している。図示できたのは 5点で、すべて

土師器の甕である。本住居址は、 7C中 頃と考えられる。

句

ｎ

第66図 H45号住居址出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 Elttcm 底径 cm 器高 cnl 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 甕 (17.2) 民醤貸すダデ外面
ヘラ削り 口縁20 良好 7.5YR7/3

01tい橙色

2 土師器 甕 (23.9) 昇醤貸す面り
口縁25 良好 2.5YR6/6

橙色

3 土師器 甕 (21.2) 民橘栗すヂデ 
面ヘラ削り 口縁30 良好 5YR6/6

橙色

4 土師器 甕 丸底 偽悪R3ジユ 底部 100 良好 7.諦
撻雀

5 土師器 甕 (19.2) 嵩糧貸すFデ 
面ヘラ削り 良好 10YR8/3

浅黄橙色

第25表 H45号住居址出土遺物観察表
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写92 H45号住居址全景 (東から)写92 H45号住居址全景 (東から)        写93 H45号住居址掘方 (北から)

H46号住居址

遺構は湯川によって形成 された段丘面上南端のD―お-5グ リットに位置 し、西側をM5に切

られ、南側はすでに崩落 している。確認できたのは北東コーナー付近のみである。調査規模は、

最長で南北 1.60m、 東西 1.92m、 深 さ0。 16mである。床面はやや堅さをもつ。かまどは北壁に構

築され、西袖に使用 したと思われる石が 2個認められた。火床部は円形に掘 られ、焼土が僅かに

確認できた。遺物は土師器の甕、須恵器の不などテンバコ5分の 1箱 出土 している。図示できた

のは 2点である。 102と もに須恵器の杯で底部回転糸切 り後、やや開き気味に立ち上が り口縁

部に至る。本住居址は、 8C末～ 9C前半と考えられる。

角

劃

引

ｏ

ｌ
可一（詢ツク劇

H45号住居址掘方 (北から)

写94 H46号住居址全景

第67図 H46号住居址実測図
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第68図  H46号住居址出土遺物実測図



辞 器  種 器 形 口径 clll 底径 clll 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 杯 内外面 ロクロナデ
底部 回転糸切り

良好 10Y5/1
灰色

火だすき

須恵器 杯 底爺Ъ墨素易ぢ
デ 良好 N5/0

灰色
火だすき

第26表  H46号住居址出土遺物観察表

H47号住居址

遺構は湯川によつて形成された段丘面

の北端 C一 あ-6グ リットに位置する。

西側はすでに破壊されている。床面まで

の覆土はかまどの覆土を除き、単層でロ

ーム粒、炭化物を含む黒褐色土である。

調査規模は南北4。 36m、 東西2.58m、 深

さ0。 24m(床面)を測り、平面形は北壁

がかまどに向かい、やや外側に傾斜 した

方形と思われる。壁はやや外傾気味に立

ち上がる。床は一部に貼り床されており

ピットが 2個確認できた。主柱穴と思わ

れる。かまどは北壁の中央付近に位置す

ると思われる。本住居址のかまどは遺跡

内でも特徴的なものであった。両袖には

扁平な石を利用し、北壁から住居内に約

25cm入 り込み、火床からは甕の体部が敷

き詰められているかのように出土した。

また煙道部は火床から緩やかに立ち上が

り、北壁の外側に2m張り出し、その側

面には石が整然と並べられていた。

住居の掘方は約30cm堀 り込まれ、ローム粒、ロームブロックを含む黒褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の甕、須恵器の不、高坪、壺、四耳壺などテンバコ3分の 1箱出土している。図

示できたのは 5点である。 1は須恵器の高杯型土器で杯部内面に円形のしきりが認められるため

灯明皿と思われる。 2は須恵器の杯でほぼ平らにヘラ削りされた底部からやや開き気味に立ち上

がリロ縁部に至る。 3は須恵器の短頸壺で外面にたたきを施す。 4はほぼ完形の四耳壺である。

5は土師器の長胴甕で口縁部は欠損 している。底部は丸く、外面にヘラ削り、内面にハケロを施

す。これら出土遺物の特徴から、本住居址は8C前半と考えられる。

H47号住居址全景 (東から)

写96 H47号 かまど 写97 かまど掘方
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一
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1櫂 黒褐色土曜  (loY R 2/2)
ローム粒、炭化物を含む。

2層  黒褐色土驀  (loY R 2/3)
ローム粒、ロームプロックを多く含む。

3層 黒褐色土層  (loY R 2/2)
ローム粒、ロームプロックを含む。

4層  黒褐色土層  (loY R 2/2)
ローム粒、ロームプロックを含む。しまりあり。

5層  黒褐色土層  (loY R 2/3)
ローム粒、炭化物、焼土を含む。

6層  黒掲色土層  (loY R 2/2)
ローム粒、炭化物、焼土を少量含む。

7層  黒褐色土櫂  (loY R 2/2)
ローム粒、ロームプロック、炭化物、焼土を含む。

8層  黒褐色土櫂  (loY R 2/2)
ローム粒、炭化物、焼土を少量含む。

第69図 H47号住居址実測図

カ

クg
フ

ン
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一Ｅ一ＳＳ轟杉″
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一
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一

Ｆ
一

Ｆ
一
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―

第70図  H47号住居址出土遺物実測図

辞 器  種 器 形 口径 clll 底径 cln 器高m 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 灯明皿? ロクロナデ 良好 7.5YR3/4
暗褐色

2 須恵器 杯 農爺R写衡8ナ
デ 良好 Ｍ廂

須恵器 短頸壺 外面 ロロき 良好 5Y4/1
灰色

4 須恵器 四耳壺 晟課薇 り付け
良好 Ｍ廂

自然釉

土師器 長胴甕 斌 衡悪粂7習
り 良好 7.5YR6/8

橙色

第27表 H47号住居址出土遺物観察表

写98 H47号住居址遺物出土状況 写99 H47号 住居址掘方 (東から)



第 2節 掘立柱建物址 (F)

F2号掘立柱建物址

△a2Q3 ◎
Ｐ４

遺構名は中西ノ久保遺跡 Iの継続番号である。

黒 色 土 層  (10Y R 2/1) 小石が少量混在 し、ローム粒子微量混入。

暗褐色土層  (10Y R 3/4) ローム粒子、ロームプロックが少量混入。

A'

△ 22

:鰺
'L涎抑

第71図 F2号掘立柱建物址実測図

F3号掘立柱建物址

峨も
9
◎

一〇

鴫碑同）　Ｐ５％）　Ｐ７０）

Ｐ２◎
黒褐色土層  (10Y R 2/3)

黒褐色土層  (10Y R 2/2)

黒褐色土層  (10Y R 2/3)

黒褐色土層  (10Y R 2/3)

◎
H0

翻Ｐ８《い》
０

，

検 出 位 置 形   態 規 模 (Fn3)

C― え-6 不  明 不  明

ピ ッ ト 形 態 ピッ ト規模 (直 径 ×深 さ)cm
円  形 Pl-72× 28

P2-55× 24

P3-70× 32

P4-66× 23

ピット間隔 (m)
12-1 46

出 土 遺 物

土師器片 (甕 )

備    考 平面 。形態 は一部調査区外のため不 明

第28表  F2号 掘立柱建物址観察表

之

検 出 位 置 形   態 規 模 (闇 )

B― き-7 長 方 形

ピ 形 熊 ピット規模 (直径 ×深さ)cln

円形・ 構 円形 Pl-80× 61    P6-68× 40

P2-77× 30    P7-42× 21

P3-78× 36    P8-64× 20

P4-73× 39    P9-65× 38

P5-56× 28    P10-54× 27

卜間隔 (m)
0.64ハΨl.36

出 土 遺 物

土師器片 (杯・甕 )

須恵器片 (不・甕 )

弥生土器片 (壺 )

備    考 H26を切る

第29表 F3号掘立柱建物址観察表第72図  F3号 掘立柱建物址実浪1図

-80-



F4号掘立柱建物址

0ひ
△《)

Pl

一〇
Ａ
一

・創
（
∪
両Ｑ◎

Ｐ３
◎
Ｐ２
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Ｐ６
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ｏ

Ｂ
．　

　
　
Ａ
一

幾HO鯰

◎
"

Q9

Q
∩|

A'

第73図  F4号掘立柱建物址実浪1図

F5号掘立柱建物址

∩1

A!

第30表  F4号 掘立柱建物址観察表

，
　

の
だ
一

Ｃ
一Ｐ９（い］〕）劉

」づ

ぴ
⊇
劇

颯
づ
夢
△

第31表  F5号 掘立柱建物址観察表

検 出 位 置 形   態 (提欝)模規

B― く-6 長 方 形

ピ ッ ト 形 態 ピッ ト規模 (直径 ×深 さ)cm
円 形 Pl-48× 32    P8-44× 28

P2-54× 38    P9-58× 34

P3-34× 30    P10-44× 24

P4-60× 36    P ll-45× 26

P5-62× 54    P12-48× 28

P6-47× 24    P13-54× 70

P7-44× 39

ット間隔 (m)
062～ 236

出 土 遺 物

土師器片 (甕 )

須恵器片 (甕 )

備   考

検 出 位 置 形   能 規 (1笥 )模

D一 こ― 方 形 2X2
ッ  ト リ移 月ま ピット規模 (南北×東西X深 さ)cm

Pl-80× 100× 40   P6-60× 52× 44

P2-84× 108× 60   P7-68× 96× 56

P3-88× 112× 72   P8-76× 104× 72

P4-100× 56× 48   P9-100× 98× 48

P5-44× 48× 20

ピット間隔 (m)
0.24^ウ 1.03

出 土 遺 物

土師器 (甕 )

須恵器片 (杯・甕 )

備   考 H36・ 37を 切る。

第74図  F5号 掘立柱建物址実測図
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F6号掘立柱建物址

1藩  黒褐色土層  (10Y R 2/3)

2層 黒褐色土層  (loY R 2/3)

3層  黒掲色土層  (10Y R 3/2)

4層 黒褐色土層  (10Y R 2/2)

一〇

Ａ
一

」創（の同）Ｐ２

POど
の1

◎
Ｐ‐

Ａ
一

Ａ
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一
　

′

‘
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Ｂ

一

・倒

◎

Ｐ‐

Ｑ
．

∽

剣

矛
櫻
邊
冤
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ｕ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

⑦ ひ

旦
 《互》P3

01

第75図  F6号 掘立柱建物址実測図

F7号掘立柱建物址

第76図 F7号掘立柱建物址実測図

F8号掘立柱建物址

褥 05ざ

1履  黒掲色土層  (10Y R 2/3) ローム粒、パ ミス、ロームプロックを

含む。 しまりあり。

ローム粒を含む。 しまりややあ り。

ローム粒、ロームプロックを多く含む。

ローム粒、ロームプロ ンクを多く含む。

検 出 位 置 形    態 規 模 (間 )

D一 け-2 方  形 1× 1

ピ ッ ト 形 態 ピ 卜規模 (直径 ×深 さ)

ほ ぼ 円 形 Pl-90× 24

P2-92X40
P3-64× 43

P4-88× 48

ピッ トFB3隔 (m)
0.56-1.56

出 土 遺 物

備    考 H36・ 37を切る

第32表 F6号 掘立柱建物址観察表

検 出 位 置 形   態 規 模 (間 )

B― く-10 長 方 形 1× 2

ピ ッ ト 形 態 ピット規模 (直径×深さ)cm
ほ ぼ 円 形 Pl-66× 24

P2-50× 14

P3-60× 29

P4-62× 18

P5-44× 20

ビ ッ 卜間隔 (m)
0.78～ 1.13

出 土 遺 物

土師器片 (甕 )

須恵器 (琢 )

備    考 M5に 切 られ る

第33表 F7号掘立柱建物址観察表

検 出 位 置 形   態 規 模 (闇 )

C― L 直 線

ビ ッ ト 形 態 ット規模 (南北×東西×深さ)cm
Pl-76× 52× 24

P2-64× 48× 26

P3-44× 42× 24

ピ ッ 卜間隔 (m)
0.6～0.62

出 十 遺 物

甕
杯

片
片

器
器

師
恵

上
須

備    考

第34表 F8号掘立柱建物址観察表第77図 F8号 掘立柱建物址実浪1図
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F9号 址
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第78図  F9号 掘立柱建物址実演I図

F10号掘立柱建 物址

⑧
△qQ編 ど

A               A'

第79図  F10号掘立柱建物址実測図

F ll号掘立柱建物址

Q△Ъ
Pl

∩|

の
△'

P2

第80図  F ll号 掘立柱建物址実浪1図

一Ｑ

磋

堡

兆

堡

邊

櫻

筵

・０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

1櫂 黒 褐 色 土 層

2層  にぶ1墳 掲色土層

3櫂 暗 褐 色 土 層

(10Y R 2/2) ローム粒、ロームプロックを含む。

(10Y R 4/3) ローム主体。黒褐色上を含む。

(10Y R 3/3) ローム粒、ロームプロックを多量に含む。

(10Y R 2/2) ローム粒、ロームプロックを含む。

検 出 位 置 形   態 規 模 (Fn3)

C― ヽ 方  形 2× 2

ピ ッ ト 形 態 ピット規模 (南北 ×東西×深さ)cm
円J杉 。将ヨμけ杉 Pl-45× 25    P7-31× 12

P2-52× 32    P8-48× 8

P3-30× 37    P9-79× 36

P4-40× 21    P10-50× 21

P5-38× 23    Pl-44× 18

P6-96× 30

ピット間隔 (m)
0 72^ψ l.44

出 土 遺 物

土師器片 (甕 )

須恵器片 (甕)

備   考 H38を 切る

第35表 F9号掘立柱建物址観察表

検 出 位 置 形   態 規 模 (間 )

C― し-9 直  線 2

ピ ッ ト 形 態 ピット規模 (直径×深さ)cm
ほ ぼ 円 形 Pl-32× 12

P2-30× 15

P3-40× 10

P4-60× 24

ビット間隔 (m)
0.74^Vl 14

出 土 遺 物

土師器片 (不・甕 )

須恵器片 (甕 )

備    考 H38を 切 る

第36表  F10号掘立柱建物址観察表

И

（

Ｈ

〕

翻

　

４ ‐

Ｐ３

（
Ｖ

。

　
　
　
‐２

Ｂ
一　

　

　

　

Ａ

一

検 出 位 置 形    態 規 模 (聞 )

D― き― ブテ チ杉 1×

ピ ッ ト 形 態 ビット規模 (南北×東西×深さ)cn
口 1形・ 隠 力 方 形 Pl-36× 34× 15

P2-42× 76× 17

P3-47× 51× 13

P4-96× 84× 47

ピット間隔 (m)
2.15～ 2.50

出 十 遺 物

備    考

第37表  FH号 掘立柱建物址観察表
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写100 F2号 掘立柱建物址 写101 F3号掘立柱建物址

写102 F4号掘立柱建物址 写103 F5号掘立柱建物址

写104 F6号 掘立柱建物址 写105 F7号掘立柱建物址
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鮮手3節  量11九 (D)遺 構名は中西ノ久保遺跡 Iの継続番号である。

D5

△

(Ξ ≫

笙

D6

調査区域外

ｇ

８

．【
も

Ａ
一

680.600m 5 A'

D10

A

H43

A 681.21Xlm

(10Y R 3/1)小 石、ローム粒子、微量に混入。

(10Y R 5/6) ローム粒子、ロームプロックが多量に混入。

(10Y R 2/1) ローム粒子、少量混入。

(10Y R 3/1) 小石、ローム粒子、徴量に混入。

(10Y R 5/6) ローム粒子、ロームプロックが多置に混入。

(10Y R 2/1) ローム粒子少量混入。

(:OY R2/2) ローム粒、ロームプロックを含む、粘性あり。

(10Y R 3/3) ローム粒、ロームプロックを含む、粘性あり。

(10Y R 4/3) ローム粒、炭化物をわずかに含む。

(10Y R 4/4) ロームプロックを多量に含む。

(10Y R 4/6) tl― ム主体。黒褐色上を含む。

(10Y R 2/2) ローム粒、ロームプロックを含む、しまりあり。

1層 黒 褐 色土層  (10Y R 2/2)
2層  にぶし噴褐色土暦 (10Y R 4/3)
3櫂  黒 褐 色土 層  (10Y R 2/2)

1騒 黒 褐 色 土層  (loY R 2/3)
2層 黒 褐 色土 層  (10Y R 2/3)
3覆 暗 褐 色 土層  (!OYR3/3)

DH

粘上粒、粘土プロックを含む。

粘土粒、粘土プロックを多量に含む。

粘土粒を含む。

ローム粒、ローム小プロックを含む。

ローム粒、ロームプロックを多置に含む。

ローム粒、ロームプロックを含む。

鍮
く

だ
一

だ
一

〃
一

Ａ
一

く
|

1層 黒 褐 色 土層

2層 黄 褐 色 土層

3櫂 黒 色 土 曜

1層 黒 褐 色 土層

2層 黄 褐 色土 層

3層 黒 色 土 層

1層 黒 掲 色 土層

2層 暗 掲 色土橿

1機  にぶ0竣掲色土橿

2履 褐 色 土 層

3構 褐 色 土 層

1層 黒 褐 色 土層
9 (1:80)2p

”
Ｉ
Ｋ
燿

‐ ―‐
‐ ―‐

＝
＝
剛
ソ

／

第81図  中西ノ久保遺跡 Ⅱ土坑実測図
検 11位 置 規 模 (東西・南北・深さ)

112・ 117・ 128 Hlと 切 り合い

103・  ― ・ 84
172・ 136・ 49

128・ 53 H31と 切 り合い

208・ 25 H43と 切 り合い

152・  ― ・ 52 須恵器 (郭 ) H39と 切 り合い

144・ 243・ 64
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写106 D5号 土坑 写107 D6号 土坑

写108 D7号 土坑 写109 D9号 土坑

写110 D10号土坑 写11l DH号 土坑
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第 4節

M3号 溝跡

溝 勘F CⅥ )遺構名は中西ノ久保遺跡 Iの継続番号である。

―硼 Ｎ

Ｍ

灯 層

　

層

　

層

黒褐色土層  (loY R 2/3)
小石、ロームプロック少量混入。

黒 色 土 層 (loY R 2/1)
ロームプロック微量混入。

黒 色 土 層 (10Y R 4/6)
ローム粒子、ロームプロックが多

量に混入。

調査区域外

第82図 M3号 溝跡実測図
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12

第83図 M3号 溝跡出土遺物実演1図

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 広口壺 12.2 丸底 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

良好 5YR5/4
鈍い赤褐色

2 土師器 高外 編靴廉諾食ζ:|'
良好 10YR3/3

浅黄橙色

3 土師器 高邦 外部内面 ナデ 不部 100 良好 5YR6/6
橙色

4 土師器 高郊 外部内外面 ミガキ 杯部50 良好 7.5YR6/4
鈍い橙色

第39表 M3号 溝跡出土遺物観察表 (1)
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番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

5 土師器 高杯 外部内面 ヘラミガキ 外部50 良好 2.5YR6/6
橙色

土師器 高不 脚部内面 輪つみ痕 脚部50 良好 5YR7/8
橙色

7 土師器 高杯 脚部外面 ミガキ
脚部内面 輪つみ痕

脚部50 良好 7.5YR7/6

土師器 高不 脚部外面 ミガキ
脚部内面 輪つみ痕

脚部40 良好 5YR7/4
鈍い橙色

土師器 高邦 脚部内面 輪つみ痕 脚部40 良好 5YR8/4
明赤褐色

土師器 高杯 脚部内面 輪つみ痕 脚部35 良好 5YR6/8
橙色

11 土師器 丸底 外面体部下半 ヘラ削り 良好 7.5YR7/6
橙色

土師器 丸底 底部周辺 ヘラ削り 良好 5YR2/1
黒褐色

土師器 甕 (18.8) 口縁 横ナデ
内面 ヘラナデ

口縁40 良好 7.5YR7/4
鈍い橙色

第40表 M3号 溝跡出土遺物観察表 (2)

M4号 溝跡
調 査 区域 外

調査 区域外

Ｆ
一

第84図 M4号 溝跡実測図
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M5号 溝跡

′
椒

｀

｀
ヽ
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、、、、__――一―-1[llIEEEEE'`多

′
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夕

′

1

3

ヽ
、ヽ

ヽ____」 [三二三二三二5フ
′

ク
ル

2

6

７

／

サ

＼
ア

図

Ｐ
Ｉ
隆
厖
ぽ
‐
時
目
知

調 査 区域 外

M5号溝跡遺構 。出土遺物実測図

番号 器  種 器 形 f7&cn 底径 cn 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 杯 底部 回転糸切り 良好 10YR6/3
鈍い黄橙色

2 須恵器 杯 底部 回転糸切り 良好 10YR5/1
褐灰色

3 須恵器 郎 底部 回転糸切 り 良好 10Y6/1
灰色

4 土師器 高杯 脚部内面 輸つみ痕 脚部45 良好 5YR7/6
橙色

5 土師器 高外 脚部内面 輪つみ痕 脚部40 良好 7.5YR7/3
鈍い橙色

6 土師器 琢 底部 回転糸切り 良好 5YR6/4
鈍い橙色

7 土師器 甕

禽薔

`χ

早 口縁25 良好 10YR7/4
鈍い黄橙色

第41表 M5号 溝跡出土遺物観察表
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M6号溝跡

9   6絆fttT  am

第86図 M6号 溝跡実測図

M7号溝跡

だ
一

Ａ
一

1層

2層

黒褐色土層  (10Y R 2/2)
ローム粒、パミスを含む。しまり

あり。

黒褐色土層  (10Y R 2/2)
ローム粒、ロームプロックを含む。

しまりあり。

9   6&lfttT   am

第87図  M7号 溝跡遺構・出土遺物実演1図

調
査

区
域

外

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 高郷 禽喜轟ぢ裁痕
脚部40 良好 7.5YR7/6

橙色

土師器 士霊 衡悪祭ッ百
半ヘラ削リ ミガキ 良好 5YR7/6

橙色

第42表 M7号 溝跡出土遺物観察表
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写112 M3号溝跡 写H3 M5号 溝跡

写114 M6号溝跡 写H5 M7号 溝跡
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第 5節 金属製品

第88図 中西ノ久保遺跡Ⅱ出土鉄製品実測図 (1:3)

第89図 中西ノ久保遺跡Ⅱ遺構外出土耳環実測図 (1:1)

番  号 出 土 遺 構 名 器  種 長さ cm 幅 (cm) 厚さ (cnl) 重量 (g) 備  考

1 麻 引 き 金 具

2 刀     子

3 刀    子 先端欠損

第43表 中西ノ久保遺跡Ⅱ出土鉄製品観察表

番   号 器  種 環 径 (cn 断 面径 (cm) 重量 (賃 ) 備 考

1 検   出 耳  環 銀張 り

2 検  出 耳  環 鯉イに激 tン ｀

第44表  中西ノ久保遺跡Ⅱ遺構外出土耳環観察表
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写116 H35号住居址出土鉄製品レン トゲン 写H7 H35号住居址出土鉄製品

写118 H33号住居址出土鉄製品レン トゲン 写119 H33号住居址出土鉄製品

写120 H34号住居址出土鉄製品レン トゲン
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写121 H34号住居址出土鉄製品



第 6節 石製品

中西ノ久保遺跡Ⅱの住居址 。掘立柱建物址 。土坑・溝 0検出から磨り石 e敲き石・編み物石 。砥

石 。支脚石 。紡錘車 。自玉といった石製品が出土している。 (写真図版二十～二十五参照)

遺 構 名 番 号 名  称 石  材 長 さ 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 備  考

1 磨  り 石 花 同 岩 13.44 10.12 536.6

磨  り 石 軽 石 7.12 4.42 110.8

H19 磨  り 石 安  山 岩 12.97 4.56 423.2

紡  錘  車 滑 石 4.36 2.23

自 玉 滑 石 1 1

H20 紡  錘  車 滑 石 2.32

H22 7 敲  き 石 輝石安 山岩 13.68 746.4

編 み 物 石 11.61 5.80 444.1

磨  り 石 軽 石 5.45

H27 10 紡  錘 車 土 製

H31 11 砥 石 流  紋  岩 4.53

H33 石 棒 緑 泥 片 岩 8.98

H34 砥 石 流 紋  岩 6.63 3.66

H35 敲  き 石 角 閃安 山岩 17.80 6.86 1,084.3

敲  き 石 角 閃安 山岩 10.93 6.79 535.3

敲  き 石 角 閃安 山岩 12.94 3.76 203.1

17 編 み 物 石 角 閃安 山岩 10.23 137.2

磨  り 石 軽 石 7.56 7.70

H36 砥 石 流  紋  岩 8.25 215.5

砥 石 砂 山石 6.60 333.4

磨  り 石 輝石安山岩 3.77 567.1

磨  り 石 lly石 安山岩 311.1

磨  り 石 軽 石

H37 敲  き 石 輝石安山岩 12,71 7.30 260.6

H38 支  脚  石 安  山 岩 16.55 1,354,7

磨  り 石 輝石安 山岩 10.98 189.2

H40 磨  り 石 輝石安山岩

磨  り 石 安  山 岩 68.2

砥 石 輝石安 山岩

H42 敲  き 石 輝石安 山岩 11.32 228.8

磨  り 石 安  山 岩 150.0

H43 砥 石 流 紋  岩 173.2

H44 敵  き 石 輝石安 山岩 12.99 207.8

H45 磨  り 石 砂 山石 15.34 13.61 1,482.5

H47 敲  き 石 輝 石安 山岩 15,45 505.3

磨  り 石 輝石安山岩 11.94 432.8

敲  き 石 流 紋 岩 12.70 351.4

紡  錘  車 凝  灰 岩 25.2

第45表 中西ノ久保遺跡 Ⅱ住居址出上石製品観察表

遺 構 名 番 号 名  称 石  材 長 さ (cm) 幅 (cIIl) 厚 さ (cnl) 重量 備  考

石 斧 安  山 岩 14,72 297.4

磨  り 石 流 紋 岩 60.5

D10 敲  き 石 砂 198.9

M5 敲  き 石 llT石 安山岩 16.80 343.3 198.9

敲  き 石 細粒安山岩 12.04 285.6

検 出 磨  り 石 花 闇 岩 12.38 304.1

磨  り 石 安  山 岩 173.7

第46表  中西ノ久保遺跡Ⅱ遺構外出土石製品観察表
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第 7節 遺構外出土遺物

第90図 遺構外出土遺物実測図
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、嘔基三二二三三正三菫[菫重三三彗≡三こヨif多
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ダ

/
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欝 器  種 器 形 口径m 底径 cn 器高 cm 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 不 丸底 僑譜繕長削
り 良好 10YR6/3

鈍い黄橙色

土師器 不 (15,0) 底部 回転糸切 り 良好 5YR7/4
鈍い橙色

須恵器 杯 回転糸切 り後高台張り付け 良好 7.5YR5/1
褐灰色

灰釉付着

灰釉陶器 皿 高台張り付け 良好 2.5Y8/1
灰白色

5 土師器 碗 丸底 衡喜t勢禦り
良好 7.5YR7/4

鈍い橙色

6 土師器 丸底 外面 ヘラ削り 良好 2.5YR5/6
暗赤色

7 弥生土器 究薔ミリ‡デ
良好 7.5YR3/6

暗赤色
赤色塗彩

8 弥生十器 (20.2) 面
面

外
内

キ
キ

ガ
ガ

良好 10YR5/6
赤色

赤色塗彩

第47表 中西ノ久保遺跡E遺構外出土遺物観察表
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第Ⅲ章 伸田遺跡

Eコ 古墳時代

匿コ奈良時代

Eコ 平安時代

隧颯不明

‰

B A

D C

F E

X28720.CXICl

X28640.CXD

第91図 仲田遺跡遺構

配置図 (1:600)
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第 1節 竪穴住居址 (H)

Hl号住居址

遺構は調査区の北側 B一 あ-4

グリット付近に位置 し、北側に流

れる湯川 との距離は20mと 近接 し

てお り比高差は 6mで ある。遺構

は砂礫層に掘 りこまれてお り、床

面までの覆土はかまどの覆土を除

き大半は暗褐色土である。規模は

南北3.30m、 東西3.48m、 深さ0.44

mを測 り、平面形は隅丸方形を呈

する。壁面はやや外傾気味に立ち

上がるが、周囲が砂質のため、非

常に崩れやすい状態である。当時

は何らかの補強を施したものと思

われる。床は砂質で貼 り床 らしき

ものは認められなかったが、床面

には、かまどを中心に多数の石 (軽

石 。安山岩等)が散在 していた。

ビットの存在は確認できなかった。

かまどは東壁のやや南よりに位置

し、僅かに火床部分に焼上の堆積

が見られた。

遺物は、土師器の杯、甕、須恵

器の不、灰釉陶器を中心に、テン

バコ4分の 1箱 出上 している。土

師器の杯は内面黒色処理を施 して

お り、底部は回転糸切 り後無調整

である。上師器の甕は口縁の形態

が 「コ」の字状を呈する。須恵器

の杯は、やや開き気味に立ち上が

蔵
|

Dl

回
|

W鯰 雖Ⅷ 躊 α2

一口

一ｍ

③

だ
一

Ａ
一

Ｃ
一

Ｄ
一

Cl 黒褐色土層  (10Y R 3/2)
砂質、ローム粒、パ ミスを含む。 しまりなし。

褐 色 土 構  (10Y R 4/4)
ローム主体。黒褐色土を含む。石 3～ 10cnlを 含む。

暗褐色土曜  (10Y R 3/3)
ローム粒、パミス、炭化物、焼上を含む。

暗褐色土層  (10Y R 3/3)
ローム粒、パミス、小石を多 く含む。

黒褐色土層  (10Y R 3/2)
ローム粒、パミスを含む。

Hl号住居址実測図

Q「
ぶ蔦

層

層

層

層

層

Ｄ
一

第92図
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写122 Hl号住居址全景 (西から) 写123 Hl号住居址かまど (西から)

る体部を持ち、底部は回転糸切り後無調整である。 6は完形に近い灰釉陶器である。また 5に は

「一―寺」の墨書 (巻頭カラー写H参照)も認められ、付近に寺畑の字名が存在する事を考えあ

わせると非常に興味深い資料である。これら出土遺物の特徴から、本住居址は9C後半と考えら

れる。

③ 6

第93図 Hl号 住居址出土遺物実測図



辞 器  種 器 形 口径 cnl 底径 all 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 椰 外面 ロクロ横ナデ 底部 回転糸切り
内面 黒色処理

良好 7.5YR6/6
橙色

2 土師器 杯 禽悪L条墨僅ξ
デ 底部回転糸切り 良好 5YR6/4

鈍い橙色

3 須恵器 杯 農爺Ъ墨素易替
ナデ 良好 2.5YR7/2

灰黄色
墨痕

4 須恵器 杯 農爺Ъ黒素易警
ナデ 良好 10YR6/4

鈍い黄橙色
墨痕

須恵器 跡 内外面 ロクロ横ナデ 良好 2.5Y6/3
鈍い黄色

墨書
― ―

寺

灰釉陶器 小皿 農爺仁
=集

8博み
デ 良好 10Y7/2

灰白色

7 土師器 甕 口縁 横ナデ
外面 ヘラ削り

口縁20 良好 2.5YR4/4
鈍い黄橙色

土師器 甕 口縁 横ナデ 口縁25 良好 2.5YR5/6
明赤褐色

第48表 Hl号 住居址出土遺物観察表

写124 Hl号住居址掘方 (西から)

H2号住居址

遺構は調査区の北側 B― う-4グ リット付近

に位置し、北側に流れる湯川との距離は25mで

ある。遺構は砂礫層に掘り込まれており、床面

までの覆土は単層で黒褐色土である。規模は南

北3.64m、 東西3.48m、 深さ0.27m(床 面)を

測り、平面形は隅丸方形を呈する。壁面はやや

外傾 しながら立ち上がるが、周囲が砂質のため

、非常に崩れやすい状態である。床面はやや堅

さを持ち、そこからピット4、 土坑 1が認めら

れた。ピットは位置的に本住居址の主柱穴と思

われる。かまどは北壁の中央に位置するが、そ

のほとんどは破壊されており、僅かに袖の一部

写125 Hl号住居址遺物出土状況

写126 H2号住居址全景 (南から)

写127 H2号住居址かまど
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第94図 H2号 住居址実測図

及び支脚が残存 していた。

遺物は、土師器の甕、須恵器の杯、甕などテンバコ 3分の 1箱出土している。土師器は甕片が

多く、小型の輛櫨甕及び、口縁の形態が 「コ」の字状を呈するものが出土している。杯は見あた

らない。須恵器は杯が多く底部回転糸切 り後、無調整・ヘラ調整 。高台張 り付けのものが見られ

る。

これ ら出土遺物の特徴か ら、本住居址は 9C前半と考えられる。

-101-

1層

2層

3層

4艤

5層

6艤

黒褐色土層  (10Y R 3/2)
砂質。砂粒、パミスを含む。しまりなし。

黒褐色上層  (10Y R 2/3)
炭化物、焼上を含む。

褐 色 土 層  (10Y R 4/4)
ローム主体。粘土プロツク、粘土粒を含む。しまりなし。

褐 色 土 層  (10Y R 4/6)
砂主体。しまりなし。

黒褐色上層  (10Y R 3/2)
砂粒、焼土を含む。

黒褐色土層  (10Y R 2/3)
砂粒、焼上、炭化物を含む。

⑤
l



第95図 H2号 住居址出土遺物実測図

辞 器  種 器 形 口径 clll 底径 clll 器高cll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 高台付不 農爺Ъ黒素易す夜吾台張り付け
良 7.5YR4/3

艶

須恵器 高台付杯 窪爺Ъ黒系易警夜吾台張り付け
良 Ｎ６／０庭

須恵器 琢 (14.0) (8.4) 内外面 ロクロ横ナデ
底部 ヘラ削り

良好 10YR6/1
灰色

火だすき

須恵器 杯 (13.8) (7.3) 農爺Ъ黒系易ぢ覆吾辺部ヘラ削り
朗 25発色火だすき

須恵器 杯 農爺Ъ墨系易替
ナデ 良好 ん

色
Ｙ５
灰

土師器 轄韓甕 懲覇昌姦累務ぢ
デ 体部下半ヘラ削じ 良好

螂嚇土師器 甕 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

良好 2.5YR4/4
鈍い黄橙色

須恵器 士霊 底部 高台張り付け 良好
謂躇

第49表 H2号 住居址出土遺物観察表

篭弄129

-102-

H写128 H2号住居址掘方 (南から) 2号住居址かまど掘方 (南から)



H3号住居址

遺構は調査区の北側 B―

い-5グ リッ ト付近に位置

し、北4111に 流れる湯川 との

距離は24mである。遺構は

砂礫層に掘 り込まれてお り、

床面までの覆土は単層で黒

褐色上である。規模は南北

3.96m、 東西4.44m、 深 さ

0。 24m(床 面)を測 り、平

面形は隅丸方形を呈する。

壁面は外傾 しながら立ち上

がるが、周囲が砂質のため

非常に崩れやすい状態であ

る。床面はやや堅さを持ち、

住居址南側を中心に多くの

石 (軽石 0安山岩等)が散

在 していた。 ピットは確認

できなかった。また、床面

をさらに掘 り下げた結果、

住居址の西壁及び南壁のや

や内側に壁面 らしき段差が

認められた。かまどは北壁

中央及び、東壁中央の 2カ

所に構築されている。東か

まどは焼上が僅かに認めら

れたが、完全に破壊 された

状態であつた。北かまどは、

袖が一部残存 し、火床には

魃

3層  暗褐色土層  (10Y R 3/3)

4層 明褐色土層  (7.5YR 5/6)

5職  黒褐色土層  (loY R 3/2)

6櫂 褐 色 土 層  (7.5YR4/6)

7覇  明褐色土層  (7.5YR5/6)

8層  褐 色 土 層  (19Y R 4/4)

黒褐色土層  (loY R 3/2) パミス,砂粒を含む。しまりなし。

黒褐色土曜  (loY R 3/2) 砂粒、炭化物含む。小石 1～ 4 cm大 を含む。

砂粒、焼土を含む。

焼土層。小石を多く含む。

パミス、砂粒、粘土、炭化物を含む。

焼土層。炭化物を含む。

焼土層、灰、炭化物を含む。

砂粒、炭化物、焼土を含む。
  0

Ａ
一

第96図  H3号 住居址実測図

焼上が堆積していた。これらかまどの状態から、東かまど使用後北かまどに移築したものと考え

られ、本住居址は 2カ所のかまどの状態、住居址の形態などから、建て替えもしくは拡張を行つ

た可能性が考えられる。
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遺物は、土師器の杯、甕、須恵器の杯、甕、横瓶、石製品がテンバコ2分の 1箱出土している。

土師器の杯は開き気味に立ち上がる体部に内面黒色処理を施 し、底部は回転糸切り後、底部及び

その周囲にヘラ削りを施す。甕は口縁の形態がやや 「コ」の字状がかつており、体部にヘラ削り

を施す。須恵器の杯はやや開き気味に立ち上がる体部を持ち、底部はヘラ削りを施す。須恵器の

甕は外面に叩き痕をもつやや厚手の土器が大半を占める。また多量に釉がかかつた横瓶も出土し

ている。

これら出土遺物の特徴から、本住居は9C前半と考えられる。

写133

写130 H3号住居址全景 (西から) 写131 H3号住居址かまど (西から)

H3号住居址かまど掘方 (西から)写132 H3号住居址掘方 (西から)

第97図 H3号 住居址出土遺物実測図 (1)
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8

第98図 H3号 住居址出土遺物実測図 (2)

番号 器  種 器 形 口径 cm 底径 cm 器高 cnl 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 (13.7) 懲覇.聾偽晏樹人す削り面
黒色処理 良好 10YR7/4

鈍い黄橙色

2 土師器 琢 (13.8) 懲覇。躍名晶絆くす削り面
黒色処理 良 5YR6/6

橙色

3 土師器 不 (14.6) 農爺Rヮふ8横
ナデ 良好 7.5YR7/6

橙色

4 須恵器 杯 (13.5) (7.6) 内外面 ロクロ横ナデ
底部 ヘラ削り

良好 ｍ励
火だすき

須恵器 不 農鮎R写衡8横
ナデ 良好 5Y6/1

灰色
火だすき

土師器 甕 外面 ヘラ削り 良 2.5YR5/6
明赤褐色

7 土師器 甕 (22.2) 口縁 横ナデ 口縁30 良好 5YR4/4
eltき 赤褐色

土師器 甕 口縁 横ナデ 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

El縁 30 良好 5YR5/4
鈍い赤褐色

上師器 甕 民経貸すヂデ 面
ヘラ削り 良好 7.5YR5/4

鈍い褐色

灰釉陶器 横瓶 (12.8) 口縁 横ナデ 良 10Y7/1
灰白色

釉付着

第50表 H3号 住居址出土遺物観察表
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H4号住居址

遺構は調査区の北側B― え-7グ リット付近に位置し、北側に流れる湯川との距離は35mであ

る。床面までの覆土は4層確認でき、 1層が暗褐色土、 2層が黒褐色土、 304層 が褐色土であ

る。規模は南北4.44m、 東西3.88m、 深さ0.64m(床面)を測り、平面形は隅丸方形を呈する。

壁は垂直気味に立ち上がる。床面は貼り床されており堅くしまっている。床面付近には多くの石

1櫂 暗褐色土層  (loY R 3/3) 砂粒、軽石、炭化物を含む。

2層  黒褐色土層  (loY R 2/3) 砂粒、軽石、炭化物を含む。一』

臨
|

7層 褐 色 上 櫂

8層  黒褐色土層

9霧 褐 色 土 艤

10橿  暗褐色土層

H層 褐 色 土 層

12層 褐 色 土 層

(10Y R 4/6)小 石 1～ 4 cm大 を多 く含む。

(10Y R 3/2) 砂粒を含む。 しまりなし。

(10Y R 4/4) 砂質。 しまりなし。

(10Y R 3/3)焼 土、炭化物を含む。

(7.5YR4/6) 粘土機。焼土を含む。 しまりあ り。

(7.5YR4/6) 焼土層。 しまりなし。

当牌切
,                   P2

辣蟄亜舅l警碗含̈
6櫂  褐色土曜 (10Y R 4/4)貼 り床。砂主体。小石を含む。しまり

あり。

Q '7Ff器 と興

第99図 H4号 住居址実演1図
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第100図 H4号住居址出土遺物実測図

(軽石 0安山岩等)が散在 していた。ピットは4

個確認でき、このうち主柱穴は床面の東に位置す

るPl.2と 思われる。残 りのピットは付属の小

ピットと考えられる。また西側に存在すると思わ

れた主柱穴の確認はできなかつた。かまどは北壁

のほぼ中央に位置し、両袖の一部が残存していた。

袖部は補強材として扁平な石を利用し、その石を

粘土、黒褐色土で覆 うように構築していた。火床

には厚さ8 cmの焼土が堆積 していた。

遺物は土師器の杯、甕、須恵器の不、甕、獣骨

を中心にテンバコ2分の 1箱出土している。土師

器の坪は、やや丸みを持つた底部から外傾気味に

立ち上がり、底部から体部にかけてヘラ削りを施

す。内面には渦巻き状の暗文を有する。土師器の

甕は器厚が薄手で小さめの底部からやや開き気味

写134 H4号住居址全景 (南から)

写135 H4号住居址かまど (南から)
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に立ち上がるものと、小型の軸輯甕が存在する。須恵器の不は平らにヘラ削りを施した底部から

やや開き気味に立ち上がる。須恵器の甕は口縁が大きく外反し、外面に叩き痕を持つ。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は8C中頃と考えられる。

番号 器  種 器 形 口径 cnl 底径 cm 器高 cnl 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 不 (140) 内面 暗文
底部 ヘラ削り

良 5YR7/6
橙色

2 須恵器 琢
後環。が 太ζ削り 良好 10YR6/4

鈍い黄橙色

3 須恵器 不 41 内外面 ロクロ横ナデ
底部・ 周辺部 ヘラ削り

良好 5YR5/1
灰色

火だすき

4 須恵器 高台付琢
辱け

回転糸切 り後ヘラ肖1り 後高台張り 良好 7.5Y5/4
鈍い褐色

5 土師器 甕 (144) ｈ
４
ア

削

ナ
ヘ

ヘ

面
面

外
内

口縁25 良好 5YR3/1
黒褐色

6 土師器 軸輔甕 口縁 ナデ 口縁25 良好 5YR5/6
明赤褐色

7 須恵器 甕 (18.0) 外面 ロロき 口縁25 良好 2.5Y5/1
黄灰色

第51表 H4号 住居址出土遺物観察表

獣骨はウシとウマの骨が出土し

ている。 1.ウ シ 歯冠部を欠す

る第 2前 自歯から第 2後自歯まで

の歯槽の残っている下顎骨体片と、

左肛骨、左中足骨が出土している。

中足骨の骨体幅と骨体径で比較す

ると現世在来牛の口之島と見島牛

との中間的な大きさである。

2.ウマ 大きさは小型在来馬並

かそれよりやや小さい。

写136 H4号住居址掘方 (南から) 写137 H4号住居址かまど掘方 (南から)

写138 H4号住居址出土獣骨



H5号住居址

遺構は調査区の北側B― え-7

グリット付近に位置する。住居址

の大部分は撹乱によつて破壊され

南側はH4に切られている。残存

規模は最大で、 南北1.56m、 東

西3.36m、 深さ0.36mを測 り、平

面形は方形と思われる。床面は僅

かに堅さを持つ。ピットは 1個認

められた。かまどは確認できなか

った。遺物は土師器の高不、甕、

須恵器の杯、甕の小破片がビニー

ル袋 1袋出土した。

出土遺物は僅かだが、H4に切

られることから本住居址は8C中

頃以前の時代と考えられる。

1層 暗褐色土層  (10Y R 3/3) ローム粒、炭化物を含む。 しまりややあ り。

第101図  H5号 住居址実測図

喘
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写139 H5号住居址全景



H6号住居址

遺構は調査区北側の面端に位置

し、北側に流れる湯川 との距離は

40mで ある。住居址西側は調査区

外 となる。 (調査区西側は、以前下

水道工事が行われてお り、遺構は

すでに破壊されている)遺構はや

や しま りのある砂層に掘 り込まれ

てお り、床面までの覆土は 2層確

認でき、 1層は炭化物を含む黒褐

色上で、 2層 は炭化物、焼土を多

く含む暗褐色土である。規模は調

査規模で南北 5。 801n、 東西2.44m、

深 さ0.45mを測 り、平面形は方形

と思われる。壁は垂直気味に立ち

上が りしまりがある。床面は砂質

だがやや堅さを持つ。 ピットは 3

個確認でき、この うちPl.2が

主柱穴と思われる。また本住居址

床面からはほぼ完形の上器が多数

出土 した。かまどは北壁に位置 し、

半分は調査 EXI外 となるが片袖及び

火床の一部が確認できた。袖は住

居内に90cm入 り込み、芯材に石を

利用 し、これを粘土で覆 うように

構築 されていた。火床はほぼ円形

に堀 り込まれ、厚 さ 7 cmの焼土が

1層 黒 褐 色 土 層  (loY R 2/3)

2層  暗 褐 色 土 櫂 (loY R 3/4)

3層 褐 色 土 層

4艤 褐 色 土 橿

5層 褐 色 土 層

6櫂 褐 包 土 層

7層  にぶい黄褐色土層

8層 暗 褐 色 土 層

9 (1:80 や

ローム粒、パミス、炭化物を含む。

ローム粒、パミス、炭化物、焼土を

多く含む。

Ａ
一

調
査
区
域
外

Ｄ
一

Ｅ
一　
Ｆ
一Ｇ
一

Ｅ
一

Ｆ
一

Ｆ
一

Ｃ
一

Ｇ
一

(10Y R 4/6) ローム主体。小石を多量に含む。

(7.5YR4/6) 焼上層。炭化物、パミスを含む。

(10Y R 4/6) ローム主体。焼上、パミスを含む。

(10Y R 4/4) ローム主体。焼土、パミスを含む。

(10Y R 3/4) 粘土層。焼土を含む。

(10Y R 3/3)焼上、炭化物を多く含む。

堆積 していた。

遺物は土師器の高杯、広口壺、 第102図  H6号 住居址実濃1図

甕、甑、須恵器の高杯、鉄製品、石製品などテンバコ3箱出上している。 1～ 4は土師器の高杯

で、大きめの杯部に裾広がりの脚部を持ち、縦方向のきめ細かい磨きを施す。 5は小型の須恵器

の高杯で、やや湾曲気味に立ち上がる杯部を持つ。 6は小型甕で口縁内外面、体部外面に磨きを

〇

ね
|

“
◎
QI 

《p)P2
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恣慇

第103図  H6号 住居址遺物出土位置図

写140 H6号 住居址全景 (遺物あり。東から)



H6号住居址出土遺物



磋
訳

匡 I

第105図 H6号住居址出土遺物実測図 (2)

施す。 7の甑はす り鉢状を呈し、底部は単口式で周辺部にヘラ削りを施す。 9は広口壺で底部に

ヘラ削りを施す。 11・ 12は甕で口縁の形態が「く」の字を呈し胴丸である。13は広日の甕で口径

に比して底部は小型である。鉄製品には大小 2つの鉄族が出土し、 1つは大型で鉄族と言 うより

は錯といった形状のものである。石製品は磨石、窪み石が出土している。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は5C後半と考えられる。

写141 H6号 住居址出土鉄族 ?出土状況 写142 H6号住居址遺物出土状況
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写143 H6号住居址かまど 写144 H6号住居址遺物出土状況 (北東コーナー付近 )

写145 H6号住居址遺物出土状況

番号 器  種 器 形 口径 clll 底径 clll 器高 clll 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 高杯 キ
キ

ガ
ガ

面
面

外
外

部
部

杯
脚 簡朝肉悪ミgすデ 良好 7.5YR6/6

橙色

土師器 高不 キ
キ

ガ
ガ

面
面

外
外

部
部

不
脚 簡戟肉悪久ぢ早デ 良好 5YR5/3

鈍い赤褐色

土師器 高杯 キ
キ

ガ
ガ

面
面

外
外

部
部

杯
脚 編繋肉悪ミダすデ 良好 7.5YR7/3

鈍い橙色

土師器 高不 探報究悪 ミ努章 杯部 100 良好 7.5YR7/4
鈍い橙色

須恵器 高杯 内外面 ロクロ横ナデ 良好 ん
色

Ｎ５
灰

土師器 小型壺 外面 ミガキ・ヘラ削り
口縁内面 ミガキ

良好 10R6/6
赤橙色

7 土師器 甑 齢弓轟半懲爺周辺歌尋霜1ぢ
り返し 良 7.5YR6/4

鈍い橙色
底部単口

土師器 甕 口縁内外面 ハケロ
内面 ヘラナデ

良好 10YR7/3
鈍い黄橙色

土師器 広口壺 唇誤辞響努キ 面
ヘラナデ 良好 7.5YR7/4

鈍い橙色

土師器 甕 (22.6) 合顧礫子禦
り 口縁40 良好 2.5YR5/6

明赤褐色

土師器 甕
[:雇Lキiξ ミダ章』暦関習F粂 7習

り
内面 ヘラナデ

良好 研築椙雹

土師器 甕 鏑票ぽ太ラ罰号内面
ミガキ 良

鰤嚇土師器 甕 外面 ヘラ削り
内面 ヘラナデ

良好 10YR8/4
浅黄橙色

第52表 H6号 住居址出土遺物観察表

写146 H6号住居址遺物出土状況
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写147 H6号住居址全景 (遺物なし。東から)

写148 H6号 住居址かまど掘方

H7号住居址

遺構は調査区北よりの東端 B一 あ-10グ リットに位置す

る。北側に流れる湯川 との距離は29mである。遺構の東側は

調査区外 となり、今回確認できたのは住居址西側の僅かな部

分だけである。調査規模は南北2.28m、 東西0.44m、 深 さ0.

56mを 測 り、平面形は隅丸方形を呈 したと思われる。壁はや

や外傾 している。床面は堅 く、直上から土器が数点出土した。

かまどは認められなかった。遺物は土師器の坪、甕、須恵器

の甕などの土器片をビニール袋に 1袋出土した。

調
　
査
　
区
〓

域
　
外

だ
一△リ

第106図 H7号 住居址実測図
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H8号住居址

遺構は調査 EXI中 央のやや北側の東端D一 あ-1グ リット付近に位置 し、住居址東側は調査区外

となる。北側に流れる湯川 との距離は34mである。床面までの覆土は単層で、暗褐色土である。

調査規模は南北4.32m、 東西3.96m、 深 さ0。 16m(床面)を測 り、平面形は方形である。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がる。床面はしまりのない砂質であり、ピットは 5個認められた。このうち主柱

穴は Pl～ P4と 思われる。また床面のほぼ中央に焼土が認められた。かまどは確認できなかっ

た。

遺物は土師器の坪、甕の小破片がビニール袋に 1袋出土している。出土遺物の大半が検出面か

らの出土ある。図示できたのは 3点である。

1、 2は土師器の不で 1はヘラ削 りされた丸底の底部から立ち上が り、途中明瞭な稜を持ち口

縁部に至る。 2はほぼ平 らにヘラ削 りされた底部から開き気味に立ち上がる体部を持ち、外面体

部下半にヘラ削 り、口辺部にミガキ、内面にミガキを施す。 3は高坪の杯部 と思われ、底部周辺

ヘラ肖Jり 、内面黒色処理及びミガキを施す。

これ ら出土遺物の特徴から、本住居址は6C後半と考えられる。

1層 醐 置 層 l10YR ν
"は

パミスを含へ 格 塚 含悦

第107図  H8号 住居址実演1図
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第108図  H8号 住居址出土遺物実浪1図
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番号 器  種 器 形 口径 cnl 底径 all 器高 cnl 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 土師器 杯 (12.0) 底部 ヘラ削り 良好 10YR4/3
鈍い黄褐色

土師器 杯 12.5 晨獣今買謂 へ9罰リ
ガキ 良好 2.5YR6/4

鈍い赤褐色

土師器 椰 (16.0) 属語畢野≧兌通11:ガキ
良好 10YR7/4

鈍い黄橙色

第53表  H8号 住居址出土遺物観察表

写150 H8号住居址全景 (北から)

H9号住居址

遺構は調査区中央のやや北側D一 う-3グ リットに位置し、F3に切られる。北側に流れる湯

川 との距離は41mで ある。遺構は砂礫層に掘 り込まれており、床面までの覆土は、かまどの覆土

を除き単層である。土質は石を多く含む砂質の黒褐色上である。規模は南北2.96m、 東西3。 44m、

深さ0。 24m(床面)を測り、平面形は隅丸方形である。壁はやや外傾気味に立ち上がり、砂礫層

に掘り込まれているため凹凸が激しい。床面も壁面同様凹凸が激しくピットは確認できなかつた。

かまどは北壁の東寄りに位置し、袖の一部及び火床が確認できた。袖は北壁から住居内に30cm入

り込み、粘土を主な材料として構築されていた。火床はやや東西に長い楕円形状に掘り込まれて

お り、焼土が 6 cmの厚さで堆積していた。煙道は火床から急激に立ち上がり、北壁外20cm付近に

立ち上がる。遺物は土師器の甕、須恵器の杯、甕、磨石などテンバコ5分の 1箱出土している。

須恵器の杯 1は底部回転糸切り後無調整、 2は糸切り後周縁部にヘラケズリを施す。土師器の甕

3は薄手で、口縁の形態がやや 「コ」の字状を呈する。

これら出土遺物の特徴から、本住居址は9C前半と考えられる。
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1層

2層

3層

4層

5層

6層

7層

8層

9層

黒褐色土層  (10Y R 3/2)

褐 色 土 層  (10Y R 4/4)

暗褐色上層  (10Y R 3/3)

黒褐色土層  (10Y R 3/2)

暗褐色土層  (10Y R 3/4)

褐 色 土 層  (10Y R 4/6)

褐 色 土 層  (7.5YR4/6)
暗褐色土層  (10Y R 3/3)

褐 色 土 層  (10Y R 4/6)

パミスを含み、砂、石を多量に含む。

砂主体。石2～ 10cm大 を多量に含む。

焼上、粘土粒を多く含む。

焼土、粘土粒、ローム粒、パミスを含む。

焼土、灰多量に含む。

粘土層。焼土粒を含む。

焼土層。しまりなし。

粘上、焼土を含む。

砂質。小石 1～ 5 cm大 を多く含む。

9 6″淵ヂ 神

第109図  H9号 fI_居 址実演1図

第HO図  H9号 住居址出土遺物実測図
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番号 器  種 器 形 口径 cnl 底径 cnl 器高m 調 整 残存率% 焼 成 色  調 備  考

1 須恵器 坪 農爺Ъ曇系易す
ナデ 良好 7.5YR7/1

灰色
火だすき

2 須恵器 坪 僣:爺コ甲鰤 貸す断り
良 5YR6/3

鈍い橙色
火だすき

3 土師器 甕 (12.0) 尿醤貸す断り
口縁35 良好 5YR6/4

鈍い橙色

第54表 H9号 住居址出土遺物観察表

写151 H9号住居址全景 (南から)

H10号住居址

遺構は調査区中央のやや北側のD― う-4

グリットに位置し、北側を流れる湯川との距

離は47mで ある。住居址は砂礫層に堀り込ま

れているが、検出作業の結果床面はすでに削

られていることが判明し、掘方のみの調査と

なった。掘方の土層は 2層確認でき、ともに

暗褐色土である。規模は南北2.80m、 東西2.

84m、 深さ0。 20mを測り平面形は隅丸方形を

呈する。ピット及びかまどの痕跡は認められ

なかった。

遺物は検出段階において、土師器の甕片を

中心にビニール袋 1袋出土した。

1層 暗掲色土層 (10Y R 3/2) ローム粒、小石2～ 8 cal大 を含む。

2層 暗褐色土層 (10Y R 3/3) ローム粒、小石2～ 8 clll大 を含む。

第111図  H10号住居址実測図
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写152 H9号住居址かまど (南から)



Hll号住居址

遺構は調査区中央のやや北側の西端D一 え一

4グ リットに位置 し、北側に流れる湯川との距

離は50mを測る。住居址は砂礫層に堀り込まれ

覆土はかまどの覆土を除くと単層で、多量の川

原石を含んだ砂混じりの黒褐色土である。規模

は南北3.64m、 東西3。 80m、 深さ0.40m(床面)

を測り、平面形は隅丸方形である。壁はやや外

傾気味に立ち上がる。床面はしまりなく、凹凸

の激しい状態である。ビットは確認できなかっ

た。かまどは北壁のほぼ中央に位置し、袖及び

火床の一部が残存していた。袖は北壁から住居

内に60cm入 り込み、芯材に扁平な石を利用し、

これを粘土、暗褐色土で覆うように構築されて

いた。火床は円形に掘り込まれており厚さ 9 cm

の焼土が堆積していた。

遺物は土師器の杯、甕、須恵器の甕、砥石、

磨石などテンバコ6分の 1箱出土しているが、

土器の大部分は小破片で図示できるものは 2点

である。 1は小型の甕と思われヘラ削りによつ

て調整された底部から湾曲しながら上部へと立

ち上がる。 2は碗 ?で底部・体部下半にヘラ削

りを施す。これら出土遺物の特徴から、本住居

址は平安時代のものと考えられる。

C      c'

m
D       D'

鉤

第H2図  Hll号住居址実測図

1層 黒褐 色土層  (10Y R 3/2)

2層 黒掲色土層  (10Y R 3/2)

3層 赤褐 色土層  (5YR4/6)

4層 灰費褐色土層  (10Y R 4/2)

5層  褐 色 土 層  (10Y R 4/4)

砂粒を含み、小石1～ 3 an、 石6～ 15gn

大を多量に含む。

砂粒、焼土、粘土粒を含む。

焼土層。炭化物を含む。

粘土層。しまりあり。

焼土、小石 1～ 3 clll大 を含む。

k

写153 HH号住居址全景 (南から) 第113図  Hll号住居址出土遺物実測図


